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はじめに

環境省自然環境局生物多様性センターは、全国的な観点からわが国におけ

る自然環境の現況及び改変状況を把握し、自然環境保全の施策を推進するた

めの基礎資料を整備することを目的とし 「自然環境保全基礎調査」を実施、

。 、 、 。している 調査範囲は陸域 陸水域 海域を含む国土全体を対象としている

「自然環境保全基礎調査」は、環境庁（当時）が昭和 ( )年より自然48 1973

環境保全法に基づき行っているものであり、今回で７回を数える。一方、近

年の生物多様性の重要性に対する認識の高まりにあわせ、平成６( )年度1994

より「生物多様性調査」が新たな枠組みとして開始された。

本調査は 「生物多様性調査」の一環である「種の多様性調査」という位、

置づけで実施され、国内の生物多様性保全施策の基礎となる資料を得ること

を目的とし、環境省からの委託を受け、大阪府が実施したものである。

本報告書は平成 ( )年度に行われた「種の多様性調査（大阪府 」につ17 2005 ）

いての調査結果をとりまとめたものである。なお、本報告書において、環境

省レッドデータブックに記載のある種の詳細な位置データについては非公開

とした。

環境省自然環境局

生物多様性センター
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１．目的と実施内容

（１）目的

本調査では、大阪府内の環境評価単位を小学校区に設定し、既存の緑被現況調査

結果を地理情報システム化（ＧＩＳ化）し、調査結果をランク区分化すること等に

より、生物生息ポテンシャルの基盤を評価したみどり環境マップを作成し、府域に

おけるエコロジカルネットワークを形成するための基礎資料を作成した。これらの

資料は、自然環境行政、一般府民に対する自然分野の基礎・啓発資料、エコロジカ

ルネットワークの推進資料としての活用を図ることを目的とした。

（２）実施期間及び調査対象地域

1) 実施期間

自：平成１７年 ７月１５日

至：平成１８年 ３月１５日

2) 調査対象地域

大阪府全域

（３）実施項目

＜調査概要＞

現地調査及び資料調査を実施すると共に、学識経験者（大阪府レッドデータブッ

ク作成関係者）の意見を加えて地域の自然性評価に関わる情報を整理し、その情報

のＧＩＳデータ化及びエコロジカルネットワーク図（案）の作成を行った。

1) 計画・準備

業務内容を検討の上、調査の方法、作業工程、使用する器具、人員配置等を設定

した調査計画書を作成した。これをもとに、着手時の打ち合わせにて、調査計画全

般の進め方を確認した。

また、地理情報システム（ＧＩＳ）の仕様の確認及び既存資料・使用するデータ

の確認を行った。既存資料の内容等に関しては 「２．調査内容」の各項に示した。、
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2) みどり環境マップ作成調査

みどりの現況調査委託事業報告書（大阪府環境農林水産部、平成 年度及び平14

成 年度）や種の多様性調査（大阪府）報告書（環境省自然環境局、平成 年度15 15

及び平成 年度）の結果を元に、次の項目の検討により、みどり環境マップを作16

成した。

ⅰ）地理情報システム仕様の設定

ⅱ）みどりの現況調査結果のポリゴン化

ⅲ）小学校区毎のみどりの現況調査の数量集計

ⅳ）みどりのランク区分の設定

ⅴ）みどり環境マップの作成

3) 小学校区内の樹林地現況調査

)で作成した「みどり環境マップ」を用いて、大阪府の特徴的なみどりのラン2

、 、ク区分の小学校区を４０校区選択し 現地にて小学校の校庭や周囲の樹林の状況

ため池などの特徴的な自然環境等に関して把握を行った。樹林地現況調査は次の

項目により行った。

ⅰ）対象小学校区の選定

ⅱ）小学校区の自然環境把握

ⅲ）現地調査

ⅳ）現地調査結果の比較検討

ⅴ）現況調査の整理

4) エコロジカルネットワーク図（例）作成調査

)で作成したみどりの現況調査のポリゴンデータを用い、 ㎡以上の樹林2 1,000

地からの一定距離内のゾーンや草地等その他のみどりの分布等を図化したエコロ

ジカルネットワーク図（例）を作成した。

ネットワーク図の作成は、現況調査を行った小学校区から 「現況でネットワ、

ークが成立 「過去にネットワークが成立 「ネットワークの核となりうるみど」 」

りがある」等の観点から抽出し、１０小学校を対象とした。

5) 空中写真によるみどり環境の変遷調査

エコロジカルネットワーク図（例）を作成した小学校区を対象として、既存の

空中写真を用いて過去からのみどり環境の変遷を把握し、エコロジカルネットワ

ークの基盤や目標像の検討材料を作成した。

ⅰ）空中写真の判読
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ⅱ）みどり環境の変遷整理

ⅲ）エコロジカルネットワークの観点からの評価

6) 社寺林調査の現状確認調査

都市地域における自然の多様性の基盤となっている貴重な植生としての社寺林

が「社寺林の研究 （ ）にて調査されている。開発の圧力の高い社寺林が調」 1974

査対象とされているため、調査後約３０年が経過し、開発の圧力等による社寺林

の現存や社寺林の質の変化が明らかではなかった。

そのため、次の項目により、社寺林の置かれている現状を確認し、現地調査を

行うことが望ましい箇所を抽出した。

ⅰ）空中写真による確認

ⅱ）現地調査対象樹林候補の抽出

7) 地域のみどりの自然評価調査手法の検討

平成 年度及び平成 年度の種の多様性調査（大阪府）や社寺林調査、本調査15 16

における現地状況等を総合的に判断し、今後継続して調査を行うための「地域の

みどりの自然評価調査手法（案 」を検討した。）

8) 成果品作成

報告書等作成ⅰ）

調査・整理した内容を報告書としてとりまとめた。

委員会資料等作成ⅱ）

みどり環境マップの評価や現況調査の手法検討等にあたり、委員への説明資

料を作成し、助言・指導を受けた。また、委員会へ成果報告を行った。
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（４）実施体制

本調査は、次の実施体制で行った。

調査監督 報告 調査内容の検討

大阪府立 助言・指導 大阪府自然環境保全基礎調査委員会

食とみどりの総合技術センター （学識経験者）

報告 指示・監督

調査の実施

アジア航測株式会社
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（５）実施フロー

本調査は、次の調査フローにより行った。

計 画 準 備

地理情報システム仕様の確認

既存資料の確認

使用するデータの確認

みどり環境マップ作成調査 小学校区内の樹林地現況調査

地理情報システムの仕様の設定 対象小学校区の選定ⅰ） ⅰ）

みどりの現況調査結果のポリゴン化 小学校区の自然環境把握ⅱ） ⅱ）

小学校区毎のみどりの現況調査の数量集計 現地調査ⅲ） ⅲ）

みどりのランク区分の設定 現地調査結果の比較検討ⅳ） ⅳ）

みどり環境マップの作成 現況調査の整理ⅴ） ⅴ）

エコロジカルネットワーク図(例)作成調査

社寺林調査の現状確認調査

空中写真による確認ⅰ）

現地調査対象樹林候補地の抽出空中写真によるみどり環境の変遷調査 ⅱ）

空中写真の判読ⅰ）

みどり環境の変遷整理ⅱ）

エコロジカルネットワークの観点からの評価ⅲ）

地域のみどり自然評価調査手法の検討

成 果 品 作 成

図1-1 調査フロー
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２．調査内容

（１）みどり環境マップ作成調査

1) 調査方法

みどりの現況調査委託事業報告書（大阪府環境農林水産部、平成 年度及び平14

成 年度）や種の多様性調査（大阪府）報告書（環境省自然環境局、平成 年度15 15

及び平成 年度）の結果を元に、以下の手順にて小学校区別のみどり環境マップ16

の作成を行った。

ⅰ）地理情報システム仕様の設定

使用するＧＩＳデータとして基本的には 形式にて記録・読込を行うArc view

データ形式（ ファイル）とした。データベースには、 形shape Microsoft Access

式とし、補助的に 形式を活用した。Microsoft Excel

以下の既存資料、使用するデータの確認を行い、使用するＧＩＳ及びその他

の自然環境資料との整合性を確認した。

●借用資料

・大阪府域小学校区（ 小学校区） ファイル1033 shape

（他に、市町村の飛地、小学校区が設定されていない地区等が 地区）17

・みどりの現況調査（大阪府域全域、５項目（樹林・樹木、草地、農地、

水面、裸地 ））

●その他の資料

・数値地図等の基礎的な地図類

・貴重種の分布に関わる資料（大阪府レッドデータブック等）

・小学校リスト（ ファイルより抽出）shape

ⅱ）みどりの現況調査結果のポリゴン化

みどりの現況調査（大阪府域全域・５項目（樹林・樹木、草地、農地、水

面、裸地 ）についてポリゴン化を行った。ポリゴン化の対象は ㎡以上） 1,000

のみどりとした。

ⅲ）小学校区毎のみどりの現況調査の数量集計

① 小学校区毎のみどりの現況調査５項目の数量集計

小学校区毎の「みどりの現況調査５項目」の数量を集計し、５項目の集計

値からいくつかの組み合わせで素点を集計した。
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② ㎡以上のみどりの数量集計1,000

ポリゴン化したデータを用いて、 ㎡以上のみどりの面積や外周長を1,000

計測・集計し、各小学校毎にまとめた。

ⅳ）みどりのランク区分の設定

、 、ランク区分は みどりの現況調査５項目の組み合わせの集計値を比較検討し

地域的な分布が明確になるような設定を行った。

ⅴ）みどり環境マップの作成

みどりのランク区分による小学校区毎に区分・色分したみどり環境マップ

（案）を作成した。このマップに現況調査結果及び検討委員会意見による修正

、 、結果を反映し 一般府民から見た自然環境への親しみや保全すべき身近な自然

都市の貴重な自然空間等の視点を考慮した「みどり環境マップ」を作成した。

2) 調査結果

ⅰ）小学校区毎のみどりの現況調査の数量集計

大阪府の全ての小学校（市立）を対象に 「みどりの現況調査５項目（樹木、

・樹林地、草地、農地、水面、裸地 」と「 ㎡以上のみどりの面積や外周） 1,000

長」の数量を集計し、各小学校区毎にとりまとめ、集計表を作成した。
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ⅱ）みどりのランク区分の設定

① ランク区分

ランク区分は、みどりの現況調査５項目の組み合わせの集計値を比較検討

し、地域的な分布が明確になるよう、基本的には 刻みの 区分とし、大10% 10

阪市内や樹林等の単独の項目では 以下の区分が多数あるため、図化にあ10%

たっては再分割し 刻みのランク区分とした。2.5%

② ランク区分別小学校区出現数

小学校区別にみどりの面積率を算出し、地域別のみどり環境のランク出現

状況を整理した。大阪市を除いて ～ の小学校区が最も多く、大阪府10% 20%

全体では 小学校区の内 小学校区であり、また全ての地域で 小学校1033 305 13

。 、 、区以上であった 次に ～ が多いが その半分以上が大阪市内であり0% 10%

南河内地域では１小学校区である。 ～ は全体としては ～ より20% 30% 0% 10%

少ないものの各地域とも 小学校区以上であった。10

表 2-1-2 地域別のみどり環境(樹林・樹木＋草地＋農地＋水面の面積率）別の小学校区数

率(%) 豊能 三島 北河内 大阪市内 中河内 南河内 泉北 泉南 全体
0-10 6 6 28 141 36 1 24 8 250
10-20 25 53 32 82 38 13 47 15 305
20-30 17 33 23 46 10 11 33 11 184
30-40 7 10 19 16 7 16 18 7 100
40-50 3 7 11 10 0 11 13 12 67
50-60 3 5 2 4 3 5 2 5 29
60-70 2 5 3 1 7 3 4 5 30
70-80 1 2 5 0 5 5 1 6 25
80-90 4 5 2 0 2 5 1 6 25
90-100 7 2 0 0 0 5 1 3 18
計 75 128 125 300 108 75 144 78 1,033
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図 2-1-1 地域別のみどり環境の出現状況
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③ みどり環境の地域毎の面積率

地域別のみどりの区分別の面積率を下記に示す （この集計値は小学校区。

単位での集計であり、一部の埋立地や淀川河川敷、飛地等の集計値が入って

いないため、みどりの現況調査の調査結果とは若干異なっている）

大阪市内を除くと、草地、農地、水面の割合に大きな差はなく、みどりの

面積の割合の差は樹林の面積に大きく依存していた。大阪市では、水面が樹

林よりも広い面積を示しており、樹林は ％で他の地域と大きな差となっ6.7

ていた。

そのため、みどりの面積は全体として樹林の面積に大きく由来している箇

所が多く、小学校区を選定する時には、樹林の面積がみどり全体の面積の半

分以上の箇所を選定した。大阪市の場合にも、可能な限り樹林の面積が比較

的多い校区を選択した。

図 2-1-2 地域別のみどり環境の状況（面積率）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

みどりの面積率（緑被率）

豊能

三島

北河内

大阪市内

中河内

南河内

泉北

泉南

全体

地
域

みどりの面積率（小学校区内）

樹林

草地

農地

水面



- 18 -

ⅲ）みどり環境マップの作成

小学校区別のみどりのランク区分を算出し、ランク毎に彩色したみどり環境

マップの作成を行った。

① 樹林・樹木＋草地＋農地＋水面

みどりの区分の内、面積の大きな裸地は造成や埋立によるものであり、

自然性指標としては重要でないと考え、総合的な自然的指標として「樹林

・樹木＋草地＋農地＋水面」を用いた。

未満の小学校区が大阪市内を中心に分布し、 未満の小学校区が10% 20%

郊外の市街地に位置する小学校区も含めて広く分布していた。 以上の50%

小学校区は、北摂、生駒、金剛、紀伊の各山系を含む小学校区と、これら

に続く丘陵地及び淀川沿いに分布していた。

全体としては、大阪市を中心とする地域で面積率が低く、同心円上に外

側になるほど面積率の高い小学校区が広がり、淀川、大和川などがこれら

を貫く形で位置していた。

② 樹林・樹木

未満の小学校区が大阪市内及び北河内・南河内地域、南部の平野部5%

を中心に分布し、平野部に位置する小学校区のほとんどは 未満であっ10%

た。

③ 草地

淀川沿い、千里丘陵、生駒山系北部、泉北・泉南丘陵等に草地が 以10%

上となる小学校区が分布していた。

④ 農地

豊中市、大阪市、堺市、高石市にかけての市街地部は農地が 以下2.5%

の小学校区が占めているが、これらの地域の外側を同心円上に農地の比較

的多い小学校区が分布していた。

⑤ 水面

淀川、大和川、大阪市内の河川・水路を含む地域で水面が 以上とな5%

る小学校区が連続している。南河内から泉北、泉南にかけては 以上の5%

小学校区が点在しているが、ため池や古墳の堀によるもので、これらの地

域の特徴となっていた。

⑥ 裸面

ほとんどの小学校区は 未満であるが、 以上の裸地を有する小学校5% 5%

区は、造成地や埋立地のある場所であった。
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図 2-1-3 小学校区別みどり環境マップ

（樹林・樹木＋草地＋農地＋水面の面積率）

(%)
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図 2-1-4 小学校区別みどり環境マップ（樹林・樹木の面積率）

(%)
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図 2-1-5 小学校区別みどり環境マップ（草地の面積率）

(%)
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図 2-1-6 小学校区別みどり環境マップ（農地の面積率）

(%)
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図 2-1-7 小学校区別みどり環境マップ（水面の面積率）

(%)



- 24 -

図 2-1-8 小学校区別みどり環境マップ（裸地の面積率）

(%)
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（２）小学校区内の樹林地現況調査

1) 調査方法

ⅰ）対象小学校区の選定

（１）で作成した「地域別のみどり環境小学校区数」や「小学校区別みどり

環境マップ」を用いて、大阪府の特徴的なみどりを現すランク区分の小学校区

を４０校区選択した。

小学校区の選択にあたっては、比較的周辺環境の異なる小学校区を含む（市

街地、郊外等）様に配慮した。また、ランク別小学校区の分布を勘案し、選択

するランク区分数は１～３ランク区分から選択した。ランク区分はみどりの現

況５項目から検討するが、樹林によるランク区分の同ランクのものを中心とし

て選択した。

ⅱ）小学校区の自然環境把握

選択した小学校区の自然環境の概要を「みどりの現況図」や「航空写真」等

から把握し、小学校区内の特徴的・シンボル的な樹林地（学校、都市公園、社

寺林等）を、各小学校区の自然性を把握する核としてそれぞれ５箇所を抽出し

た。

ⅲ）現地調査

抽出した樹林地について、現地にて林相（おおよその樹種構成・林齢）を調

査し、併せて現状の写真を撮影した。また、土壌や樹林の利用の状況等に関し

て調査・記録を行った。

ⅳ）現地調査結果の比較検討

現地調査の結果から、樹林地の大きさや樹種の多様さ、動物の生息の可能性

（鳥類の活動や土壌の様子など樹林の外観から判断）などから自然度への貢献

度をまとめ、これらの結果を比較検討した。

ⅴ）現況調査の整理

現況調査の結果及び「小学校区別みどりの現況集計表」の集計値等を一覧と

して整理した。
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2) 調査結果

ⅰ）対象小学校区の選定

① 小学校区数の設定

小学校区別のみどり環境ランク区分（樹林・樹木＋草地＋農地＋水面）で

小学校区数が最も多い 10%～20％を中心として設定し、次に小学校区数の多

い 0～10％及び 20％～30%を補足的に設定した。

みどり環境の面積率が 10%～20％のランク区分を全体の半数よりやや多い

小学校区数に設定し各地域から３校区ずつの計24小学校区と設定した。0％

～10％及び20％～30％のランク区分から基本的に各地域１小学校区とし、0

％～10％から８小学校区、20％～30％から８小学校区とした。全体で合わせ

て 0%～30%の小学校区から40小学校区と設定した。

表2-2-1 現地調査小学校区数の設定

率(%) 豊能 三島 北河内 大阪市 中河内 南河内 泉北 泉南 計

１ １ １ １ １ １ １ １ ８0-10

３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ２４10-20

１ １ １ １ １ １ １ １ ８20-30

５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ４０計

② 現地調査小学校区の選定

大阪府の８つの地域（豊能、三島、北河内、大阪市内、中河内、南河内、

泉北、泉南）毎に、みどり環境の状況（樹林・樹木＋草地＋農地＋水面の面

積率）が、0～10%から各地域１小学校区、10～20%から各地域３小学校区、2

0～30%から各地域１小学校区を選定した。

【選定方法】

a. 樹林面積率が比較的高い小学校区を、出来るだけ地域的に均等になるよ

うに抽出した。

b. 小学校区内にある緑地（神社、寺、公園、その他）を赤外カラー写真や

地形図で位置を特定し、まとまった樹林地のある小学校区を優先的に選定

し、一覧に示す小学校区に絞り込んだ。社寺林がある小学校区は優先して

選ぶようにした。
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図 2-2-1 樹林地現地調査小学校区の選定地
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表 2-2-2 樹林調査対象小学校区選定結果

0～10％ 10～20％ 20～30％
桜塚 豊中市北桜塚2-6-1 大曽公園、大門公園、大塚公園・大塚山公園、栗ヶ丘公園、桜塚小学校

西南 箕面市瀬川 瀬川神社、願正寺、瀬川北公園、瀬川中公園、西南小学校
刀根山 豊中市刀根山 市軸稲荷神社、円満寺、刀根山公園、府立刀根山養護学校内緑地、刀根山公園横の緑地（民地）
少路 豊中市西緑丘2-10-1 緑丘公園、西緑丘新池公園、西緑丘３丁目緑地、奥池外周緑地、少路小学校

豊川南 箕面市小野原東 春日神社、荒内谷公園、北の杜公園、３号緑地、豊川南小学校
北日吉台 高槻市寺谷町 日吉台中央公園、日吉台東公園、弥生が丘公園、日吉台北公園・裏山、日吉台あさがお公園

三島 茨木市三島町 磯良神社、総持寺、光明寺、西河原公園、三島小学校
高槻 高槻市本町 野見神社、八幡大神宮、城跡公園〈北側〉、城跡公園〈南側〉、大阪医科大学付属病院外周緑地
中津 茨木市中津町 溝昨神社、牟禮神社、中村公園、中村町緑地、中津小学校

山田第一 吹田市山田東 伊射奈岐神社、南林寺、光山寺、山田東３丁目緑地１、２
橋波 守口市大宮通 天乃神社、覚了寺、大宮中央公園、大宮公園、守口第四中学校

守口 守口市八島町 難宗寺、松月公園、外島公園、外島北公園、守口小学校
樟葉南 枚方市楠葉美咲１丁目 二ノ宮神社、楠葉東公園、めんどり公園、楠葉朝日２丁目緑地、樟葉南小学校
池田 寝屋川市池田２丁目 大利神社、妙隆寺、大利町緑地、桜木町緑地、池田１号緑地

枚方 枚方市枚方上之町 式内意賀美神社、臺鏡寺、大隆寺、元東京海上日動所有地、枚方パーク外周林
東桃谷 大阪市生野区勝山北３丁目 弥栄神社、御幸森天神宮、御勝山古墳、御勝山南公園、生野東公園

真田山 大阪市天王寺区玉造本町 三光神社、弥栄神社、真田山公園、清水谷公園、空清町公園
立葉 大阪市浪速区立葉２丁目 桜川公園、立葉町公園、芦原公園、木津川公園、久保吉２丁目緑地
豊崎東 大阪市北区長柄中２丁目 国分寺公園、長柄西公園、長柄東公園、鶴満寺公園、毛馬公園

矢田 大阪市東住吉区矢田 矢田教育の森公園、矢田六公園、矢田中公園、矢田５丁目緑地、矢田小学校
八尾 八尾市本町１丁目 大信寺(八尾御坊)、常光寺、慈願寺、本町第２公園、八尾小学校

北宮 東大阪市川田２丁目 栗原神社、古箕輪八幡宮、川中邸の屋敷林、芦原公園、芦原北公園
志紀 八尾市田井中３丁目 志紀小学校・神剱神社、志紀公園、田井中公園、志紀町西１丁目緑地公園、志紀町西３丁目緑地
英田南 東大阪市吉田５丁目 春日神社、新家第一公園、花園中央公園、花園７丁目緑地帯、ラグビー場南側緑地

桂 八尾市桂町４丁目 西郡天神社、幸公園、幸町３丁目緑地、桂中学校、桂小学校
南第一 大阪狭山市西山台３丁目 西山台第二公園、西山台第三公園、西山台第四公園、西山台１丁目緑地、南第一小学校

道明寺南 藤井寺市道明寺４丁目 道明寺天満宮、道明寺、小島塚古墳、道明寺南幼稚園北側の公園、藤井寺市民病院外周林
楠 河内長野市楠町東 盛松寺(千代田高校裏)、松ヶ丘公園、楠町東緑地、府営河内長野楠住宅脇街路樹、楠小学校
南花台東 河内長野市南花台２丁目 南花台第一公園、南花台第十公園、南花台１丁目緑地、南花台２丁目緑地、南花台東小学校

高辺台 富田林市高辺台３丁目１-１ 高辺台１号公園、高辺台２号公園、高辺台３号公園、高辺台４号公園、高辺台小学校
鳳 堺市西区鳳中町 大鳥大社、鳳前池公園、鳳北町第一公園、鳳中町すずむしそう公園、鳳北町５丁の緑地

三国丘 堺市堺区北三国ケ丘町 方違神社、三国丘公園、反正天皇陵外周緑地、三国丘幼稚園西側街路樹、北三国ヶ丘町の民有林
八田荘 堺市中区八田寺町 鈴ノ宮蜂田神社、八田寺町緑地、鈴ノ宮団地前緑地、泉北変電所前街路樹、八田荘中学校
伯太 和泉市伯太町２丁目 自衛隊北東側緑地（神社含む）、前奈池公園、丸笠山古墳、青少年野外活動センター、大阪市立大学所有地

赤坂台 堺市南区赤坂台２丁 赤坂公園、府営住宅緑地帯、赤坂台５丁緑地帯、赤坂台６丁緑地帯、赤坂台小学校
城内 岸和田市南上町２丁目 岸城神社、岸和田城址、南公園、五風荘(庭園)、城内小学校

第一 泉佐野市野出町 りんくう公園緑地１・２・３、りんくう中央公園、佐野中学校
福島 阪南市尾崎町５丁目 泉南尾崎団地緑地１・２、府営阪南尾崎住宅横の公園、福島小学校、尾崎中学校
大宮 岸和田市宮前町 兵主神社、中央公園、宮前遊園、岸和田市立総合体育館、大宮小学校

舞 阪南市舞４丁目 光陽台２号公園、光陽台３号公園、畑池外周林、光陽台２丁目の緑地帯、中央運動広場

豊能

対象地域
面積率（樹＋草＋農＋水）別小学校区

小学校の所在地

南河内

泉北

泉南

三島

北河内

大阪市内

中河内

調査地点（５箇所／小学校区）
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ⅱ）小学校区内の自然環境及び樹林地現地調査

「 」 「 」① 選択した小学校区の自然環境の概要を みどりの現況図 や 航空写真

等から把握し、小学校区内の特徴的・シンボル的な樹林地（学校、都市公

園、社寺林等）を、各小学校区の自然度を測る核としてそれぞれ５箇所を

抽出した。

② 抽出した樹林地について、立ち入り可能な場所（公園や公開されている

社寺林等）については、現地にて林相（主要構成樹種やその他樹林を構成

する樹種等）や土壌状況等を調査し、その他の特徴的な事項については調

査票のコメント欄に記入した。併せて現状の写真を撮影した。

③ 現地調査の結果から、樹林地の大きさや樹種の多様さ、動物の生息の可

能性（鳥類の活動や土壌の様子など樹林の外観から判断）などから自然度

への貢献度をまとめ、これらの結果を比較検討した。

、 、 。④ 調査終了後 調査票を整理し 赤外カラー写真に調査地点位置を示した
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ⅲ）現地調査

現地調査の概要を表2-2-3に示した。

樹林の利用状況等では、公園・緑地が97と最も多く、次いで社寺林・古墳が

50、学校林が25であった。

また、全調査地点200地点のうち、自然性の高い樹林は46地点で調査対象樹

林の約２割であった。自然性の高い樹林は、地域別にみると、泉北地域が11地

点と最も多く、次いで三島地域で10地点であった。自然性の高い樹林は、社寺

林や古墳、斜面等の残存林地等で多く確認された。

表2-2-3 樹林の現況調査の概況

：照葉樹林、落葉樹林（里山含む 、マツ林、多様な植物が混在又は比較的多様な＊ ）

植物が混在している樹林（自然性の高い樹林、比較的自然性の高い樹林）

：利用状況等が重複する樹林があるため、合計は調査樹林数と合致しない箇所がある。＊＊

以下に樹林の利用状況別の現況を整理した。

●社寺林・古墳

調査地点としては、社寺林と古墳の両方がある場合には、立ち入ることのできる社

寺林を優先して調査を行った。全体的に、社寺林は各地域でみられ、自然性の高い樹

林として位置づけられいるものが多い。野鳥をはじめとしたその他生物の生息場所と

しての役割を担っている。

●斜面や池の残存緑地

最も広域な斜面残存林地としては、三島地域（吹田市・山田第一小学校区）の万博

公園に隣接した残存林地があげられるが、全体的には少ない。

●公園・緑地

公園では多くが学校林と同じような外周林程度の樹林で、豊能地域（箕面市・西南

小学校区）の瀬川北公園や中河内地域（八尾市・志紀小学校区）の志紀町西１丁目公

園等のようなまとまった樹林は少ない。緑地の中には泉北地域（堺市・赤坂台小学校

区）の緑地帯のようにかなりまとまった樹林も多く、社寺林に次ぐ野生生物の生息環

境となり得る。

豊能 三島 北河内 大阪市 中河内 南河内 泉北 泉南 計

25 25 25 25 25 25 25 25 200

7 10 4 2 7 3 11 2 46

社寺林・古墳＊＊ 6 10 9 5 8 4 6 2 50

斜面や池等の残存林地＊＊ 2 3 1 0 0 2 7 0 15

公園・緑地＊＊ 12 9 11 19 13 13 7 13 97

学校林＊＊ 4 2 3 1 4 4 2 5 25

その他＊＊ 2 1 1 0 1 2 3 5 15

対象地域

調査樹林数

自然性の高い樹林＊

利用
状況等
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●学校林

学校林としているものの大部分が校舎や運動場の周囲に植栽された外周林である。

●その他

、 。民地の残存林地や病院の外周林などが該当し 中には自然性の高い樹林も含まれる
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ⅳ）現地調査結果の比較検討

樹林の現況を踏まえて、各小学校区における植生の状況（照葉樹林、落葉樹林

など）や植物多様性（高木～低木各層の成立など）から判断した樹林環境の自然

、 （ ）、 （ 、 ）性及び 土壌の状況 Ａ層成立の有無 野生動物の生息環境 動物全般 野鳥

となり得るかどうかについて現地調査での結果をにとりまとめた。

なお、樹林環境における自然性及び下草・土壌条件についての評価に関わる基

準を表2-2-4、現地調査の結果を表2-2-5(1)、(2)にそれぞれ整理した。

自然性の高い樹林は表2-2-4の基準により、表2-2-5に○、△で示した。自然性

高い樹林（○又は△）は46地点あり、中でも自然性のより高い（○：照葉樹林、

落葉樹林、マツ林の何れかを有し、多様な植物が混在している）樹林は22地点で

あった。これらは社寺林や古墳、斜面の残存林地、残存隣地にまとまった樹林が

ある公園等で、地域別では泉北が６地点、豊能と三島が５地点となっており、宅

地化から残された樹林がある地域に多い傾向がみられた。

植生についてみると、照葉樹林、落葉樹林では、野鳥やその他生物の生息環境

に適した多様な樹林環境が維持されていた。植栽林は各地域において13～23地点

、 、と調査地点の半数以上がこれに該当し 公園緑地や小学校等の外周林であったが

まとまった植栽林の中には野鳥等の生息場所となりうる環境を有する場所もみら

れた。

表2-2-4 樹林環境の自然性及び下草・土壌条件の評価基準

※表中にはマツ林を指標としてあげているが、今回の現地調査では植生としてのマツ林

及びマツ枯れ跡は確認されなかった。

多様な植物が混在している（複層林の成立）

植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない － 条件を満たせば、△

条件を満たせば、○ －

－ 条件を満たせば、△

条件を満たせば、○ －

－ 条件を満たせば、△

土壌・下草

自然性

②植物多様性
比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木
層の発達が少ない

植物多様性

①②双方の条件を満た
せば
↓

自然性は○

①植生・林分

マツ林

条件を満たせば、○

照葉樹林

落葉樹林（照葉・落葉・針葉混交林含む）

多様な植物が混在している（複層林の成立）

何れの条件も満たさなければ
↓

自然性は×

①②何れかの条件を満
たせば

↓
自然性は△

－

条件を満たさなければ、×
比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少な
い

条件を満たさなければ、×

下草が十分に発達し、土壌も発達している

下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

動物多様性
多様な動物の成育が確認される

条件を満たさなければ、×

動物の生息する環境がある
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土壌についてみると、Ａ層が成立しているのは24地点で全体の６％で、このう

ち下草が十分にあり、土壌が発達している樹林（4地点）は全て自然性の高い樹

林であった。

野生動物の生息環境となり得る環境を有するのは動物全般では101地点で全体

の約５割強であった。但し、繁殖や捕餌活動までを行えるような環境の多様な動

物の成育が確認される樹林は26地点と少なく、野鳥の休息等の利用が主体の樹林

が多いと思われる。
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以下に自然性の高い樹林の現状についてまとめた。

●大阪府の樹林の現状としては、自然性の高い樹林はかなり限定された地域、状態で残さ

れている。

現在、自然性が高い樹林として残っているものとしては、社寺林、山地斜面、古墳な

どで、

○第２次大戦で消失を免れた古くからある樹林

鈴ノ宮蜂田神社（堺市八田荘小学校区 、磯良神社（茨木市三島小学校区 、道明） ）

寺天満宮（藤井寺市道明寺南小学校区）などの社寺林

○宅地造成を免れた山地斜面の樹林

万博に隣接する山地斜面（吹田市山田第一小学校区）などの樹林

○古墳

古墳群（藤井寺市道明寺南小学校区 、丸笠山古墳（和泉市伯方小学校区 、反正） ）

天皇陵（堺市三国丘小学校区）など

があげられる。

これらの中で、例外的なものとして、社寺林では、人為的伐採（樹林の縮小）の影響

を受けた樹林や管理が不十分なために更新されていない樹林（高木層のみで中低木層や

下草がない）などの自然性が低下しているものも含まれている。古墳の中でも公園とし

て整備する際に改変され、その後植樹されたものもある（豊中市桜塚小学校区・大塚山

古墳 。）

また自然林ではなくとも、植樹されたものが、長い年月を経てまとまった樹林を形成

した西河原公園（茨木市三島小学校区）や真田山公園（大阪市真田山小学校区 、大宮）

中央公園（守口市橋波小学校区 、中央公園（岸和田市大宮小学校区 、志紀町西１丁） ）

目公園（八尾市志紀小学校区）などは自然性が高く野鳥やその他生物の重要な生息環境

としての役割を果たしている。

植栽林において、まとまった面積を要するものは、生物の生息場所となりうる環境を

提供している様子がうかがえ、都市のみどりの持つ役割の大きいことがうかがえた。た

だし、自然性の高い樹林の周辺では宅地化や造成などが進行していたことが現地で確認

された。そのため、自然性の高い樹林であっても、その周辺環境の著しい変化による圧

力を受けて周囲の樹林との連続性が失われている。
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現地調査票では、全調査地点について、現地調査で得られた植生の状況（主要

構成種やその他の構成樹種等 、下草・土壌の状況、動物の生息環境の状況及び）

樹林の利用状況を中心に整理し、補足事項や特記すべき事項についてコメント欄

・備考欄に記入した。また、調査地点における植生の分布状況について、簡単な

略図を描くとともに主要な地点からの現地写真を１～２枚添付した。

なお、現地調査票の例として、三島地域の山田第一小学校区（５地点）と大阪

市内地域の真田山小学校区（５地点）の計10地点分を次に示した。
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●三島地区［吹田市山田第一小学校区］
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●大阪市内地区［大阪市真田山小学校区］
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（３）エコロジカルネットワーク図（例）作成調査

1) 調査方法

ⅰ）対象地域の絞り込み

現況調査の対象小学校の内、比較的古く（昭和 年代）から市街地又は集20

落を形成していた小学校区を対象に、みどり環境の現地での観察状況、みどり

（ ） 、 、環境の状況 みどりの分布図 や絶滅危惧種情報 過去の航空写真等を参考に

エコロジカルネットワーク図（案）とみどりの変遷状況の把握を行う小学校区

を選定した。

対象の選定では、現状でのみどりの連続性や過去に連続性が保たれていた可

能性のある地域、昭和 年代以降継続的な変化を見せている地域などを抽出20

した。
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ⅱ）エコロジカルネットワーク図の考え方

エコロジカルネットワークを構築するためには、少なくとも動物が樹林地か

ら次の樹林地まで移動出来ることが必要である。一概にその距離は設定できな

いものの、アリ等の昆虫類で 、カエルやオコジョ等の両生類や小型ほ乳類50m

で 程度が行動半径であるとの事例が示されている。また、樹林地として150m

ある程度まとまりが必要であると考えた。

これらの考え方を元に、 ㎡以上の樹林地について、 と のバ1,000 50m 150m

、 、 、ッファーゾーンをネットワーク可能範囲と考え ㎡未満の樹林地 草地1,000

農地、水面を加えてエコロジカルネットワーク図（案）として、自然的連続性

を示しエコロジカルネットワーク図（案）を作成した。

図 2-3-1 生垣に生息する動物の相互関係（上）とそれらの動物の行動半径（下）

（ドイツ・バイエルン州の例,1982 ：亀山章、自然環境復元の技術、朝倉書店1992）
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2) 調査結果

ⅰ）対象地域の絞り込み

みどり環境の状況（みどりの分布図）を見ると、市街地内及び市街地に隣接

した樹林地は千里丘陵や泉北丘陵等の丘陵地の縁や郊外地域及び大阪市内の上

町台地や大阪城公園等に分布している。また、絶滅危惧情報では、淀川や大和

川、安威川、石川等の河川沿い、信太山等や古墳群等の地域で絶滅危惧種情報

が多く確認されている。

これらの状況を判断し、エコロジカルネットワークの状況に特徴的な小学校

区を選ぶこととし、表 に示す 小学校区を選定した。2-3-1 10
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図 2-3-2 みどり環境の状況（みどりの分布図）
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図 2-3-3 絶滅危惧Ⅰ類及びⅡ類の生息・生育種数情報の分布

信太山

淀川

石川

安威川

千里丘陵
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表 2-3-1 エコロジカルネットワーク調査対象選定表

樹林・樹木
樹林・樹木
＋草地＋農
地＋水面

桜塚 豊中市北桜塚2-6-1 8.7% 9.5%
戦後に耕作地の宅地化が大きく進んだが、その後
の変化は少ない。

－

西南 箕面市瀬川 16.2% 17.5%
戦後に耕作地の宅地化と70年代以降の樹林地の造
成が進んでいる。

北摂の山地に近い

刀根山 豊中市刀根山 13.7% 15.9%
戦後に樹林地やため池の造成・宅地化、70年代以
降の樹林地の宅地化が進んでいる。

北摂の山地に近い。
斜面緑地や、ため池が分布
する。

●

戦後樹林は減少したが、斜面の
緑地など比較的大きな樹林がバ
ランス良く分布している個所の
代表として選択

少路 豊中市西緑丘2-10-1 13.1% 17.3%
戦後に耕作地の宅地化と70年代以降の樹林地の造
成が進んでいる。

北摂の山地に近い。
斜面緑地が残されている。

豊川南 箕面市小野原東 12.7% 26.2%
戦後に耕作地の宅地化と70年代以降の樹林地の造
成が進んでいるが、樹林地は比較的残されてい
る。

北摂の山地に近い。
斜面緑地が残されている。

北日吉台 高槻市寺谷町 6.9% 8.1% ほとんどが山地の宅地造成地である。 北摂の山地に接している

三島 茨木市西河原 9.6% 17.6%
戦後に耕作地の宅地化が大きく進んだが、西河原
公園等の樹林地の増加も見られる。

安威川 ●
安威川を含み、西河原公園など
適度に樹林地が分布している個
所として選択。

高槻 高槻市本町 9.8% 10.9%
戦後に耕作地の宅地化が大きく進んだが、その後
の変化は少ない。

－

中津 茨木市中津町 6.3% 10.2%
戦後に耕作地の宅地化が大きく進み、その後も
徐々に宅地かが進行し、樹林地は少ない。

安威川

山田第一 吹田市山田東 20.0% 24.0%
丘陵地の造成が進んだが、斜面に樹林地が残され
ている。

万博公園 ●

谷沿いの古くからの集落が残
り、また、丘陵地の上部の造成
地があるが、両者の間の斜面に
緑地が大きく残され、また、万
博公園とも隣接している。

橋波 守口市大宮通 7.5% 9.3%
戦後に耕作地の宅地化が進んでおりほとんど市街
地であるが、公園樹が大きくなっている。

－

守口 守口市八島町 7.9% 13.2%
もともと宅地化が進行しているが、住宅団地等の
植裁樹が増えている。

淀川

樟葉南 枚方市楠葉美咲１丁目 12.8% 18.1%
戦後の樹林地やため池の造成・宅地化、70年代以
降の樹林地の宅地化が進んでいる。

二ノ宮神社

池田 寝屋川市池田３丁目 7.3% 12.3%
戦後の耕作地の宅地化によりほとんど密集市街地
化している。近年、緑地の樹木増が見られる。

寝屋川 ●
北大阪において戦後全面的な耕
作地が宅地へ大きく変貌した個
所の代表として選択。

枚方 枚方市枚方上之町 17.5% 26.7%
市街化は進むが、枚方パークや淀川河川敷、斜面
緑地が残っている。

淀川

東桃谷
大阪市生野区勝山北３
丁目

5.4% 5.7%
戦後すぐは焼け野原であったが、宅地化が著し
い。樹林地の多くは公園である。

－

真田山
大阪市天王寺区玉造元
町

11.2% 11.3%
戦後すぐは焼け野原であったが、その後の宅地化
が著しい。真田山公園や住宅地内の樹木等が分布
している。

－ ●
大阪市内の中では大規模な公園
が無い割には比較的点在する樹
林地が多い地域として選択。

立葉
大阪市浪速区立葉２丁
目

7.1% 14.0%
ほとんど市街地であり、公園、街路樹が一部分布
している。

－

豊崎東
大阪市北区長柄中２丁
目

10.4% 18.1%
市街地であるが、住宅団地や桜宮公園の樹木が大
きくなっている。

大川（旧淀川）

矢田 大阪市東住吉区矢田 14.7% 27.7%
戦後耕作地が宅地化されたが、学校や公園の樹木
が増えている。

大和川 ●

戦後、農地の宅地化がすす進
み、その後の樹林整備が進んだ
地域として選択、また、大和川
を含んでいる。

八尾 八尾市本町１丁目 5.8% 7.3%
戦後に耕作地の宅地化が大きく進んだが、その後
の変化は少ない。

－

北宮 東大阪市川田２丁目 6.3% 11.3%
70年代以降に耕作地の宅地化が大きく進んだ。南
北に緑地が整備されている。

－ ●
70年代以降に耕作地の宅地化が
進んだ地域の代表として選択。

志紀 八尾市田井中３丁目 5.7% 15.9%
戦前から宅地があり、ここを中心に耕作地の宅地
化が進み、現在はほとんど市街地となっている。

－

英田南 東大阪市吉田５丁目 6.0% 17.2%
耕作地の宅地化が進んだが、花園公園がみどりの
拠点となっている。

－

桂 八尾市桂町３丁目 7.1% 26.0%
戦後から耕作地の宅地化が進むが、現在も耕作地
が若干点在している。

－

南第一
大阪狭山市西山台３丁
目

6.6% 8.0%
丘陵部の造成地であり、街路樹などが整備されて
いる。

丘陵地

道明寺南 藤井寺市道明寺４丁目 5.0% 10.6%
古墳群や社寺林があるが、これらの周辺の宅地化
が進行している。

古墳群、石川 ●
古墳群や石川等のネットワーク
要因を周辺に有することから選
択。

楠 河内長野市楠町東 9.7% 19.3%
耕作地や丘陵地の宅地化が進行している雅、近年
の変化は少ない。

丘陵地

南花台東
河内長野市南花台２丁
目

16.2% 19.6%
丘陵部の造成地であり、街路樹などが整備されて
いる。

丘陵地

高辺台
富田林市高辺台３丁目
１番１号

14.7% 22.9%
丘陵部の造成地であり、街路樹などが整備されて
いる。

－

鳳 堺市鳳北町1－1－2 5.7% 8.8%
大鳥神社の樹林があるが、周囲は早くから宅地化
が進行し、ネットワークとなりうる樹林地は少な
い。

大鳥大社

三国丘 堺市北三国ケ丘町 9.1% 11.3%
古墳群があるが、周囲は早くから宅地化が進行し
ている。

古墳群

八田荘 堺市八田寺町 6.3% 18.2% 早くから宅地化が進行している。 石津川

伯太 和泉市伯太町２丁目 12.1% 18.9%
戦後の宅地化が進行したと思われるが、青少年野
外活動センター等の樹木整備も行われている。

信太山 ●
市街地に近く自然多様性の豊か
な信太山に隣接した市街地に位
置する小学校区として選択。

赤坂台 堺市赤坂台２丁 19.0% 23.2%
丘陵部の造成地であ利、街路樹などが整備されて
いる。

丘陵地

城内 岸和田市南上町２丁目 4.4% 8.4%
ため池の造成等は早くから行われているが、70年
代以降の耕作地の宅地化が進んでいる。

岸和田城

第一 泉佐野市野出町 6.0% 19.1%
70年代以降の耕作地の宅地化が進んでいる。りん
くうタウンの造成による変化が大きい。

海岸

福島 阪南市尾崎町５丁目 6.1% 16.0% 集落と、耕作地の宅地化が混在している。 海岸

大宮
岸和田市西之内町１－
１

7.3% 14.6%
耕作地の宅地化が進んだが、中央公園がみどりの
拠点となっている。

春木川、兵主神社 ●
大阪府南部で、戦後から70年代
以降にかけて耕作地の宅地化が
大きく進んだ地域として選択。

舞 阪南市舞４丁目 21.2% 28.9% 丘陵部の造成地で、樹林地が残されている。 丘陵地

泉南

三島

北河内

大阪市
内

中河内

南河内

泉北

豊能

エコロジカルネットワーク調査対象

エコロジカルネットワーク
要素

（みどりの分布、希少種、
社寺林の研究調査個所等）

みどりの変遷
（既存の航空写真などからの判断）

みどり環境
（みどりの分布面積率）

所　在　地　等小学校区地域

-
5

3
-
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図 2-3-4 エコロジカルネットワーク調査対象位置図
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ⅱ）エコロジカルネットワーク図（案）

エコロジカルネットワークの考え方に基づいて、 小学校に関して現状のみ10

（ ） 。 、どりにより構成されているエコロジカルネットワーク図 案 を作成した なお

エコロジカルネットワークには、隣接した小学校区の状況も連続性の観点から重

要であるため、隣接した地域についても同様に作成した。

・図面の中心に位置する小学校区

が対象とする小学校区

図 2-3-5 エコロジカルネットワーク図（案）の凡例

図 2-3-6 エコロジカルネットワーク図（案） 刀根山小学校区（豊中市）

刀根山小学校区では、斜面緑地等が比較的残っており連続性が保たれている。

但し、 をネットワーク必要距離と考えると、隣接地域へのネットワークが乏50m

しい可能性がある。
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図 2-3-7 エコロジカルネットワーク図（案） 三島小学校区（茨木市）

西河原公園、神社、斜面緑地、安威川があるが、連続性にやや欠ける空間があ

る。安威川や住宅地内の小面積の樹木など、ネットワーク構築のための可能性は

含んでいる。

図 2-3-8 エコロジカルネットワーク図（案） 山田第一小学校区（吹田市）

万博公園の南に位置し、斜面の緑地や集落内の緑地が点在しており、概ねネッ

トワークが構築されている。また、他小学校区との連続性も保たれている。
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図 2-3-9 エコロジカルネットワーク図（案） 池田小学校区（寝屋川市）

河川沿いの緑地が大きなネットワーク軸となっている。河川沿いの緑地に学校

植栽等によるネットワークが構成されているが、ネットワークに含まれない地域

があり、他小学校区との連携も少ない。

図 2-3-10 エコロジカルネットワーク図（案） 真田山小学校区（大阪市）

大阪市の中心部にあるが、真田山公園や三光神社を中心に樹林地が多く、隣接

した上町台地（寺町）の樹林ともネットワークが構築されている。但し、周辺小

学校区には、ネットワーク範囲から外れている地域も多く見られる。
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図 2-3-11 エコロジカルネットワーク図（案） 矢田小学校区（大阪市）

公園や河川敷、学校等の植栽、大阪市の中では農地が残り、概ねネットワーク

範囲に含まれると共に、大和川と長居公園と隣接し、ネットワークの節点となっ

ている。

図 2-3-12 エコロジカルネットワーク図（案） 北宮小学校区（東大阪市）

中部緑地が大きなネットワーク軸となっている。他に社寺林等が点在するが、

ネットワークはやや弱く、ネットワーク範囲に含まれない地域が多い。
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（ ） （ ）図 2-3-13 エコロジカルネットワーク図 案 道明寺南小学校区 藤井寺市

古墳群と社寺林、石川が大きなネットワーク軸となっているが、他のみどりは少

なくネットワークの空白地がある。

図 2-3-14 エコロジカルネットワーク図（案） 伯太小学校区（和泉市）

自然性の豊かな信太山に隣接し、これに続く樹林地によりネットワークが小学校

区の東半分が含まれるが、東半分には大きな緑地が無く、ネットワークが分断され

ている。
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図 2-3-15 エコロジカルネットワーク図（案） 大宮小学校区（岸和田市）

中央公園とため池がネットワークを形成しているが、他に大きな樹林地が無く、

エコロジカルネットワークには乏しい。位置としては春木川がネットワークの構成

要素となりうるが樹木が少なくネットワークを構築するには弱い。
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 （４）空中写真によるみどり環境の変遷調査 

    1) 調査方法 

 エコロジカルネットワーク調査対象小学校区を対象に昭和 20 年代（1945 年～

1954 年撮影）及び昭和 50 年前後（1970 年～1979 年撮影）の既存の航空写真、近

年の赤外カラーオルソフォト(平成 14 年(2002 年)撮影）からみどり（主として樹

林地）の変遷状況を把握した。変遷状況としては次の２点の観点から整理した。 

 

① みどり環境の変遷 

 みどりの量的変動や連続性の変化、どのような樹林が増加・減少したのかに

ついて、整理を行った。 

② エコロジカルネットワークの観点からの評価 

 みどりの連続性の観点から、エコロジカルネットワーク形成に際しての評価

を行い、エコロジカルネットワーク目標像の検討材料とした。特に過去に有っ

たネットワークが、現在途切れている個所等の検討を行った。 

 

 

                 表 2-4-1 準備した航空写真 

  年 代  撮影機関 カラー・白黒等  入手方法 

 昭和20年代 米軍 白黒 国土庁、国土地理院ＨＰ等での閲覧 

（国土情報ウェブマッピングシステム（試作版）） 

（国土地理院空中写真オンライン閲覧サービス）  

（財）日本地図センターより購入 

 昭和50年前後 国土地理院 カラー 国土庁、国土地理院ＨＰ等での閲覧 

（国土情報ウェブマッピングシステム（試作版）） 

（国土地理院空中写真オンライン閲覧サービス） 

 平成14年 大阪府 赤外カラー 大阪府作成の赤外カラーオルソフォ

ト 

 

 

    2) 調査結果 
整理した航空写真と、みどりの変遷状況を次頁以降に整理した。また、みどりの

変遷状況の概要を表 2-4-2 に示した。 
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豊中市 刀根山小学校 

1950 年前後 
（昭和 20 年代） 

1970 年代 
（昭和 50 年前後） 

2002 年 
（平成 14 年） 

①樹林が刀根山３丁目、５丁目の宅地（刀根山小学校、府立刀根山養護学校、市営刀根山住宅）に置き換わっている。（50 年前後→70 年代） 
刀根山小学校、府立刀根山養護学校の樹林が大幅に増加。（70 年代→2002 年） 

②ため池と樹林が刀根山幼稚園や刀根山６丁目の宅地に置き換わっている。（50 年前後→70 年代） 
宅地化後も植樹がされていない。（樹林の増減がほとんどない）。（70 年代→2002 年） 

③刀根山４丁目、２丁目及び１丁目の一部が宅地に置き換わっている。（50 年前後→70 年代） 
宅地化後も植樹がされていない。（樹林の増減がほとんどない）。（70 年代→2002 年） 

その他：昭和 20 年代には、樹林地やため池などのみどり環境が広がっていた。全面的な市街化は進んでいるが、ため池や斜面のみどりは

比較的残っている。 

① ② ③ 

図 2-4-1 みどり環境の変遷状況 刀根山小学校区（豊中市） 

① ② ③ ① ② ③ 
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茨木市 三島小学校 

① ② ③ 

①旧安威川河道が樹林地（西河原公園）となっている。（50 年前後→2002 年） 
②磯良神社は現在まで残っているが、周辺の斜面の樹林が宅地に置き換わっている。（水田の中に市街地が分布→市街地の中に水田が分布）（50 年前

後→70 年代） 
学校や公園の緑が大きくなっているが、一方で更に宅地化が進展。（市街地の中に水田が分布→農地は一部しか残っていない）（70 年代→2002 年） 

③総持寺の樹林密度が小さくなっている。（50 年前後→2002 年） 
その他：昭和 20 年代から樹林は少ないが、農地が大面積広がっていて、その農地はほとんど市街地に変わっている。 

1950 年前後 
（昭和 20 年代） 

1970 年代 
（昭和 50 年前後） 

2002 年 
（平成 14 年） 

① ② ③ ① ② ③ 

図 2-4-2  みどり環境の変遷状況 三島小学校区（茨木市） 
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吹田市 山田第一小学校 

①谷沿いに古くから集落が成立し、その後も宅地化が進んでいるが、斜面の樹林地は比較的残されている。（50 年前後→70 年代） 
②河川沿いの樹林が大幅に減少している。（50 年前後→70 年代） 
③宅地造成されたが、わずかに樹林が残っている。（70 年代→2002 年） 
④樹林が造成されて宅地化している。（70 年代→2002 年） 
その他：面積は小さくなっているが、古くからの面影を残す樹林が残っている。 

図 2-4-3 みどり環境の変遷状況 山田第一小学校区（吹田市） 

① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ③ ④ 

1950 年前後 
（昭和 20 年代） 

1970 年代 
（昭和 50 年前後） 

2002 年 
（平成 14 年） 
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寝屋川市 池田小学校 

① 
② 

①校区のほぼ全域が農地だったが、密集市街地に置き換わっている。（50 年前後→70 年代） 
70 年代とほぼ変わらない。（70 年代→2002 年） 

②河川沿いに樹林が増加している。（緑地）（70 年代→2002 年） 
その他：もともとは全面的に農地（水田）であり樹林が少ないが、河川沿いに緑の軸ができている。但し、全体的に密集市街地であり、みどりの量

は少なくなっている｡ 

図 2-4-4 みどり環境の変遷状況 池田小学校区（寝屋川市） 

1950 年前後 
（昭和 20 年代） 

1970 年代 
（昭和 50 年前後） 

2002 年 
（平成 14 年） 

① 
① 
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天王寺区 真田山小学校 

① ② ③ 

①②③一面焼野原ではあるが、学校の樹木や社寺の樹木など大きな樹木が残っている。（50 年前後→70 年代） 
④真田山公園が整備されてきている。（50 年前後→70 年代） 
真田山公園や三光神社等の樹木が生育しており、樹林が大幅に増加している。（70 年代→2002 年） 

その他：密集した市街地の中に、真田山公園と小学校が大きな緑地となり、社寺のみどりが点在しているが、その他のみどりは少ない。 

図 2-4-5 みどり環境の変遷状況 真田山小学校区（大阪市） 

1950 年前後 
（昭和 20 年代） 

1970 年代 
（昭和 50 年前後） 

2002 年 
（平成 14 年） 

① ② ③ ④ ④ ④ 
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東住吉区 矢田小学校 

① 

①1950 年前後は大部分が農地であったが、宅地化が進み、学校、公園、住宅に置き換わっている。（50 年前後→70 年代） 
②街の構造に大きな変化はみられないが、樹林が大きくなっている。（70 年代→2002 年） 
その他：旧集落（市街地）と戦後の市街地が混在している｡大和川がみどりの軸となっている。 

図 2-4-6 みどり環境の変遷状況 矢田小学校区（大阪市） 

1950 年前後 
（昭和 20 年代） 

1970 年代 
（昭和 50 年前後） 

2002 年 
（平成 14 年） 

① ① ② ② 
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東大阪市 北宮小学校 

① ② ③ 

①この宅地群は 2002 年現在に至るまで変化していない。（50 年前後→2002 年） 
②主に農地が分布している。（50 年前後→70 年代） 
宅地化が大幅に進み、農地がほとんど失われた。中央部南北に新たに緑地帯が整備された。（70 年代→2002 年） 

③旧集落を中心に徐々に市街地が広がり、一部社寺林等が残るが、ほとんど樹林地が無くなっている。 
その他：旧集落を内包しつつ市街地化が進み、緑地帯の整備以外のみどりは少ない。 

図 2-4-7 みどり環境の変遷状況 北宮小学校区（東大阪市） 

1950 年前後 
（昭和 20 年代） 

1970 年代 
（昭和 50 年前後） 

2002 年 
（平成 14 年） 

① ② ③ ① ② ③ 
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藤井寺市 道明寺南小学校 

① ② ③ 

①古墳群の周辺はほとんどが農地であったが、宅地に置き換わっている。（50 年前後→70 年代） 
あまり変化はない。（70 年代→2002 年） 

②宅地化が進んでいる｡（50 年前後→70 年代） 
あまり変化はない。（70 年代→2002 年） 

③道明寺天満宮の樹林はほぼ同環境である。（50 年前後→2002 年） 
④農地が市街地に変化している。（50 年前後→70 年代） 
その他：古墳群と石川に挟まれたエコロジカルネットワーク上有利な場所であるが、市街化の動きが激しい。 

図 2-4-8 みどり環境の変遷状況 道明寺南小学校区（藤井寺市） 

1950 年前後 
（昭和 20 年代） 

1970 年代 
（昭和 50 年前後） 

2002 年 
（平成 14 年） 

① ② ③ 
④ ① ② ③ ④ 
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和泉市 伯太小学校 

① ② ③ 

①1950 年代には農地が広がり、1970 年代にも比較的広い面積を占めているが、2002 年には宅地化が進んでいる。（70 年代→2002 年） 
②③陸上自衛隊と青年野外活動センター内及びその周辺は樹林が増加している。（70 年代→2002 年） 
その他：信太山に近いところであるが、市街地と結びつけるネットワークが弱い。 

図 2-4-9 みどり環境の変遷状況 伯太小学校区（和泉市） 

1970 年代 
（昭和 50 年前後） 

2002 年 
（平成 14 年） 

① ② ③ ① ② ③ 

1950 年代 
（昭和 30 年前後） 



 - 71 - 

 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岸和田市 大宮小学校 

①ため池が住宅地に置き換わっている。（70 年代→2002 年） 
②春木競馬場から中央公園に置き換わっており、全体が樹林に覆われている。（70 年代→2002 年） 
③ため池が市立総合体育館に置き換わっている。（70 年代→2002 年） 
④兵主神社の樹林が地域の貴重な緑となっている。（50 年代→70 年代→2002 年） 
その他：中央公園や兵主神社などみどりの要素はあるが、市街地内の連続性が少ない。 

図 2-4-10 みどり環境の変遷状況 大宮小学校区（岸和田市） 

1970 年代 
（昭和 50 年前後） 

2002 年 
（平成 14 年） 

① ③ ② ① ③ ② ④ ④ ① ③ ② ④ 

1950 年代 
（昭和 30 年前後） 
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               表 2-4-2 みどりの変遷状況の概要 

 
 
 
 
 

1950年前後 1970年代前半 1970年代後半 2000年代 ～70前半 ～70後半 ～2000年代

刀根山 豊中市 ○ ○ ○ ○

現刀根山１丁目と４丁目～
６丁目までの樹林の大部
分、ため池の一部が宅地化
されている。

ほとんど変化がみられな
い。

刀根山小学校東側の樹林が
宅地化されている。

刀根山養護学校周辺や社寺
林、公園、ため池の外周林な
ど樹林の多く、樹林分布のバ
ランスの良い地域であるとい
える。

樹林は著しく減少した
が、樹林分布のバランス
が良いと判断され、ネッ
トワークが形成されてい
る。

三島 茨木市 ○ ○ ○ ○

樹林は校区中央の樹林帯が
宅地に置き換わっている。
また耕作地やため池が宅地
化している。

ほとんど変化がみられな
い。

安威川沿いの西河原公園の
樹林はやや増加している。
植樹によるものと考えられ
る。

この校区ではまとまった樹林
として西河原公園と安威川が
あげられるが樹林の広がりは
低い印象を受ける。

大規模な樹林分布は多く
はないが、まとまった樹
林帯と河川がある

山田第一 吹田市 ○ ○ ○ ○

40年代、校区北東部に山地
樹林が広く分布していた
が、万博誘致により大規模
に造成され万博公園と道路
に改変、南側樹林は宅地化
された。

この地域は古い町なので、
40年代以降あまり宅地化は
進んでいない。また、樹林
環境もほとんど変化がみら
れない。

ほとんど変化がみられな
い。

この校区の町並みは古く、宅
地化による改変は少ない。北
東部の山地斜面の樹林は保護
され、全体的な樹林の広がり
は高い印象を受ける。

樹林環境が著しく改変し
た地域であるが、樹林分
布のネットワークとして
のバランスも良い。

池田 寝屋川市 ○ ○ ○ ○

40年代当時は広域に広がる
耕作地が特徴的であり、こ
のため樹林が殆どない。70
年代にその大部分が宅地化
される。

耕作地の宅地化が進められ
ている。

街路樹や公園などの外周、
河川沿いに植樹され、樹林
がやや増加している。

この校区は樹林は少ないが、
環境の変化が著しい点が特徴
的な地域である。ただし、樹
林の広がりは低い。

樹林は非常に少ないが
1940年代の耕作地の大幅
な減少と新たな線状樹林
の形成がある。

真田山
大阪市
天王寺区

○ ○ ○ ○

40年代当時から樹林が少な
く、真田山公園周辺と真田
山小学校の外周に樹林が僅
かにみられる。宅地はこの
当時から広くに分布する。

ほとんど変化がみられな
い。

真田山公園及び小学校北側
に樹林が広がり、校区内の
樹林はやや増加したといえ
る。

この校区の樹林は真田山公園
内に多いが、樹林の広がりは
やや低いといえる。

周辺環境の変化は少ない
が、大阪中心部にありな
がら上町台地や大阪城等
の隣接した樹林地を有し
ている。

矢田
大阪市
東住吉区

○ ○ ○ ○

40年代当時は樹林が少な
い。耕作地の大部分が宅地
化された。

耕作地が学校や公園に置き
換わっているが、その他は
ほとんど変化がみられな
い。

学校や公園、大和川沿いに
植樹された樹林が広がり、
校区内の樹林はやや増加し
たといえる。

この校区は樹林の広がりは低
いが、近年植樹により樹林が
増加したことが特徴といえ
る。

樹林が近年増加傾向とい
う点と環境の変化が著し
い。

北宮 東大阪市 ○ ○ ○ ○

40年代当時は広域に広がる
耕作地が特徴的であり、こ
のため樹林が殆どない。一
部の耕作地が宅地化されて
いる。

ほとんど変化がみられな
い。
（耕作地の宅地化は進んで
いない）

70年代後半以降に急激に耕
作地の宅地化が進んだ。緩
衝緑地公園がつくられ、植
樹されたことにより、樹林
がやや増加した。

この校区の特徴は長く帯状に
のびる緩衝緑地帯である。近
年に造られたもののようだ
が、樹林としての広がりは低
い。

長くのびる緩衝緑地帯と
環境の変化が著しい。

道明寺南 藤井寺市 ○ ○ ○ ○

道明寺天満宮、道明寺、古
墳群などを中心に樹林がみ
られる。古墳群周辺と天満
宮周辺の宅地化が進んでい
る。

ほとんど変化がみられな
い。

学校の外周に植樹が施され
た程度で、その他はほとん
ど変化がみられない。

道明寺天満宮から道明寺、古
墳群へと樹林が広がってお
り、全体的にはバランスの良
い樹林分布をしていると考え
られる。

まとまった樹林があり樹
林分布のバランスも良
い。また古墳群のネット
ワークの一部を構成して
いる。

伯太 和泉市
△

(S31/3）
○ ○ ○

樹林が主に分布するのは校
区東側の丸笠山古墳周辺と
その南側である。恐らく40
年代以降、これらの樹林周
辺の宅地化が進んだと考え
られる。

現陸上自衛隊敷地内の樹林
が広く造成されている。そ
の他の樹林もやや減少して
いる。

丸笠山古墳北西のため池周
辺及び現陸上自衛隊、青少
年野外活動センターの各敷
地内も樹林化が進んでい
る。隣接した信太山の樹林
地、草地がみどりの大きな
拠点となっている。

東側に樹林がまとまっている
ため、樹林の広がりとしては
低い印象を受けるが、昔はも
う少し広がりが様に考えられ
る。

著しい環境の変化が認め
られるが、その後植樹に
より樹林が増加し、また
この地の生態系の中心と
もなりうる信太山に隣接
している。

大宮 岸和田市
△

(S31/3）
○ ○ ○

耕作地が造成され、宅地化
されているものと考えられ
る。

春木川沿いの樹木が伐採さ
れ、耕作地の宅地化も進ん
でいる。
また、新たに国道26号が開
通している。

耕作地の宅地化が更に進
み、ため池の一部も造成さ
れ、体育館と宅地に置き換
わっている。中央公園が植
樹により全体に樹林が広
がっている。

中央公園と兵主神社周辺には
まとまった樹林がみられる
が、樹林の広がりとしては、
やや低い印象を受ける

著しい環境の変化が認め
られるが、その後植樹に
より樹林が増加したこと
から対象校区として選定
した

その他の特徴現地調査による所見

この校区には古くから樹林が広く
分布していたが、40年代以降に急
速に進められた宅地造成により、
その大部分が失われたものと考え
られる。残地林周辺はやや回復
し、現在に至っている。

この校区での耕作地の宅地化は70
年代後半以降からのようである。
2000年の時点で緩衝緑地帯の植樹
による樹林化が進み、この校区の
樹林がやや増加した。

航空写真の収集状況 航空写真に基づく各年代のみどりの変遷
みどりの変遷のまとめ

この校区は耕作地は宅地に置き換
わっているが、樹林は社寺、古墳
周辺に分布するため、ほぼ改変さ
れることなく現在に至っている。
全体的には安定した樹林環境が維
持された地域であるといえる。

小学校区名 市町村

この校区には元々樹林は少なかっ
た様だが、中央公園内の植樹によ
り、まとまった樹林を要するに
至った。宅地化を進めるために耕
作地が著しく減り、ため池も減少
した。

この校区には40年代には広域に山
地樹林があったが、60年代の造成
で著しく減少し、残地林のみ保護
され、現在に至っている。樹林環
境が非常に大きく変化した地域で
あるといえる。

この校区の特徴は、40年代には一
面耕作地であったのが、70年代に
入ってその大部分が宅地化された
ことである。樹林は元々少ないが
河川沿いに植樹され樹林帯を形成
している。

この校区は40年代頃には樹林が少
なかった地域だが、70年代以降に
公園や学校の植樹により、樹林が
増加してきた。

この校区は40年代頃には樹林が少
なかったが70年代後半以降に公園
や学校、河川沿いの植樹が進み、
校区南部を中心に樹林が増加して
きた。

この校区には40年代当時からまと
まった樹林が多かったが、70年代
以降の宅地造成により耕作地、た
め池とともに改変された。現在連
続したみどりとして残っているの
は西河原公園と安威川だけであ
る。

この校区には40年代当時からまと
まった樹林が多かったが、70年代
以降の宅地造成により耕作地、た
め池とともに改変された。現在は
刀根山養護学校、刀根山高校周辺
の残地林として残っている。

△は、撮影日が 1955 年（昭和 30 年）以降であるものを示す。 
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（５）社寺林調査の現状確認調査

1) 調査方法

日本の森林面積は６割を越え高いと言われているが、その多くは山地部にあ

り、平野部や平野部に近い丘陵地は、市街化や農地に変わってしまった。その

農地もさらに市街地に変貌しており、特に第二次世界大戦以後は都市化の波が

大きく押し寄せている。このようなことから、平野部には元の森林植生を解明

する材料になるような森林はほとんど残っていない。その中で、僅かに信仰に

より自然が残された社寺林が鎮守の森として残っている。

大阪府下においても、このことは例外ではなく、それ以上に開発の圧力によ

り、社寺林そのものの減少や、周辺のみどりとの断絶による孤立の危機にさら

されている。

約３０年前に実施された社寺林の調査は 「地域開発が現在急速に進みつつ、

ある地域 「近い将来の開発が予想される地域」の社寺林を対象に調査されて」

いるが、調査後約３０年が経過し、開発などの圧力による社寺林そのものの現

存や周辺環境の変化の有無等が不明である。そのため、社寺林の調査結果がま

とめられた「社寺林の研究」 （ ）に掲載されている社寺林の現況及び周※ 1974

辺環境の概略について近年の赤外カラーオルソフォトをもとに確認を行った 社（

寺林の有・無・縮小、他のみどりとの連続性の状況等 。対象とする社寺林は、）

「社寺林の研究 （ ）に調査票が掲載されている１０箇所とした。」 1974

この１０箇所の社寺林から、樹木の伐採や造成等により大きく変化している

社寺林や宅地化等により周辺環境が大きく変化している社寺林を現地調査対象

社寺林候補として抽出した。

※：社寺林の研究・１（奈良・大阪・和歌山・石川 、 、財団法人土井林学） 1974

振興会、緑地研究会（代表：四手井綱英）
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図 2-5-1 社寺林調査の地点位置

社寺林の研究( )の地点位置1974

●神峰山寺
か ぶ さ ん じ

若山神社●
わかやまじんじゃ

上宮天満宮
じょうぐうてんまんぐう

● ●
交野天神社
あまつかみのやしろ

●長尾山正俊寺
ながおさんしょうしゅんじ

大鳥大社●
おおとりたいしゃ

美多弥神社●
み た み じ ん じ ゃ

●

意賀美神社
お が み じ ん じ ゃ

●南近義神社
み なみ こ ぎ じ ん じ ゃ

国玉神社●
くにたまじんじゃ

社寺林調査対象●
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2) 調査結果

ⅰ）空中写真による確認及び現地調査対象社寺林の抽出

空中写真による確認の結果、社寺林の状況が大きく変化している、又は、周

辺の環境（開発等）が著しい箇所に関して、現地調査が望ましい樹林として抽

出した。なお、今回の樹林地現況調査の結果と合わせて、社寺林の現地調査を

行うにあたっての配慮事項や調査事項を検討した。検討結果は、事項「 )地域7

のみどりの自然評価調査手法の検討」にて整理した。
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ⅱ）現地調査対象樹林候補地とその状況

その結果を表 に示した。また代表例として近年の航空写真の例（大鳥2-5-1

大社）を示した。

調査対象１０社寺林の内、社寺林そのものが消滅している社寺は無いが、墓

園やゴルフ場の造成などによる社寺林の変化が長尾山正俊寺や若山神社確認さ

れ、大鳥大社や南近義神社等で宅地造成による周辺環境の大きな変化が確認さ

れた。また、社寺林の外的に見える変化のみでなく、大鳥大社等では参拝者等

の頻繁な往来や隣接した道路の排気ガスによる影響などの内的な変化も可能性

が高い。

そのため、社寺林が直接的改変と関わり「現地調査を行うものが望ましい箇

所」として、大鳥大社、神峰山寺、長尾山正俊寺、若山神社の４社寺林が該当

し 「周辺域に著しい変化がある箇所」として美多弥神社、南近義神社、国玉、

神社、交野天神社、上宮天満宮の５社寺林が該当した。
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表 2-5-1 社寺林の現況と現地調査候補地の選定

1950年前
後

1970年代
前半

1970年代
後半

2000年代 ～70前半 ～70後半 ～2000年代 周辺域（1km圏内）の変化

1 大鳥大社 ○ ○ ○ ○

45年頃は神社全体を樹林が
覆っているが、70年代前半に
は本殿より南側の樹林が著し
く縮小している。特に現社務
所周辺が著しい。

70年代後半になると、南側だ
けでなく、本殿周辺も樹林が
縮小している。

20年以上が経過し、本殿・社
務所周辺はあまり変化がない
が、南側の樹林が更に縮小し
ており、外周以外は疎らな樹
林配置となっている。

周辺域では宅地造成に
伴った樹林やため池の減
少がみられる ◎

 樹林環境の変化
と周辺域では宅地
造成に伴った樹林
やため池の減少

2 美多弥神社 × ○ ○ ○

泉北ニュータウン建設との関
係で造成地に隣接する神社北
側の樹林が一部伐採されてい
る様である。

伐採跡地にその後植樹され、
70年代後半には、神社北側は
ほぼ樹林で覆われている。

20年以上が経過し、70年当時
は樹林の乏しかった南側にも
まとまった樹林環境が広がっ
ている。

周辺域では宅地の外周が
植栽され、まとまった樹
林が広がる。

○

 神社の樹林環境
に変化はないが、
周辺域では樹林増
加が著しいため

3 意賀美神社 × ○ ○ ○

神社北部一帯は宅地造成され
ているが、神社は全体が樹林
に覆われており樹林縮小の傾
向はみられない。

70年代前半からあまり樹林環
境に変化はみられない。

20年以上が経過して、神社の
北側に大阪外環状線が開通し
たが特に樹木縮小等の変化は
みられない。

周辺域にあまり変化はみ
られない。

×

 神社の樹林環境
や周辺域にも変化
がみられないため

4 南近義神社 × ○ ○ ○

神社は全体が樹林に覆われて
おり樹林縮小の傾向はみられ
ない。

70年代前半からあまり樹林環
境に変化はみられない。

20年以上が経過しているが、
あまり樹林環境に変化はみら
れない。

周辺域は宅地造成により
樹林やため池が減少。

○

 神社の樹林環境
に変化はないが、
周辺域の樹林やた
め池が減少

5 国玉神社 × ○ ○ ○

神社は全体が樹林に覆われて
おり樹林縮小の傾向はみられ
ない。

70年代前半からあまり樹林環
境に変化はみられない。

20年以上が経過しているが、
全体的な樹林環境に変化はみ
られない。70年代当時裸地で
あった神社北東が植樹され、
樹林が広がっている。

造成跡地が広域に植栽さ
れており、まとまった樹
林環境となっている。

○

 樹林環境に変化
はないが、周辺域
に樹林環境が増加
したため

6 交野天神社 × ○ × ○

70年代前半の社務所改築の際
に一部の樹林を宅地化、伐採
をしたようである。

－

70年代前半の伐採跡地は植樹
され、神社全体が樹林に覆わ
れている。

宅地造成のためにため池
が減少。一部は埋立てら
れ樹林化したところもあ
る。 ○

 樹林環境に変化
はないが、周辺域
の造成によるため
池減少と樹林増加

7 神峰山寺 × ○ × ○

70年代前半に本堂西側山林を
墓地として造成、本堂周辺の
樹林が伐採されている。

－

70年代前半と比較すると、本
堂西側だけでなく、東側も広
く墓地と駐車場を増設してい
る。本堂周辺は植樹され施設
周辺は樹林で覆われている。

周辺域の改変は特にな
い。

◎

 樹林環境の変化
が著しいため

8 長尾山正俊寺 ○ ○ ○ ○

45年当時から本堂南側の墓地
造成を開始し、70年代前半に
は当寺の樹林面積のほぼ半分
が造成。それに隣接する場所
にも家屋が増築されている。

70年代後半になると、本堂周
辺の伐採が進み、更に樹林が
縮小している。

20年以上が経過し、墓地を増
設するために南側樹林が伐採
されて樹林が更に樹林が縮小
している。

周辺域でも70年代以降、
宅地造成が著しく進み、
樹林が大幅に減少。

◎

 樹林環境の変化
と周辺域でも宅地
造成のため樹林が
著しく減少

9 若山神社 × ○ × ○

神社周辺の樹木伐採はみられ
ない。

－

20年以上が経過し、神社本殿
周辺に家屋が増築され、一部
樹木が伐採されている。

70年代前半時点で神社西
方の山がゴルフ場建設の
ために著しく改変し、神
社東方では広域な宅地造
成のために山林が著しく
減少。

◎

 樹林環境の変化
がみられる。周辺
域は広域造成のた
め著しく樹林減少

10 上宮天満宮 × ○ ○ ○

神社については、変化がみら
れない。

神社については、変化がみら
れない。

神社については、変化がみら
れない。

神社周辺では45年から70
年代に大幅に宅地造成。
それ以降も造成が進み、
他では神社北側の乾性寺
の墓地が増設された。

○

 樹林環境の変化
はないが、周辺域
の広域な宅地造成
で著しく樹林減少

①社寺林の変遷では、社寺林の有・無・縮小、他のみどりとの連続性の状況を整理する。

②社寺林の変化状況を含め、環境が著しく変化している点について考察する。

③対象樹林候補の選定理由のランクについて：◎は社寺林の直接的改変に関わるもの，○は社寺林に変化はないが周辺域に著しい変化がみられるもの。

社寺林調査では、排気ガスの影響と人為
による荒廃が懸念されていたが、これま
での変遷からは人の頻繁な立入りが、著
しい環境の変化をもたらしたと考えられ
る。

社寺林調査では、70年代前半の大規模な
宅地造成による森林の荒廃が懸念されて
いたが、当時の植栽計画が完遂され、現
在の樹林環境が維持されている。

社寺林調査では、泉南ニュータウン建設
による影響が懸念されていたが、実現さ
れず、直接的影響はみられない。また神
社と地元住民によく管理され、当時から
著しく変化することなく現在に至ってい
る。

社寺林調査では、周辺の道路開発に伴う
排気ガスによる荒廃が懸念されたが、当
時から神社側の管理がよく、あまり変化
することなく現在に至っている。

社寺林調査では、周辺の広域な造成（ゴ
ルフ場や宅地）により人の立入り頻度の
増加を懸念している。一部伐採された
が、自然林の保全と植栽計画を立て、全
体ではあまり変化することなく、現在に
至っている。

社寺林調査では、住宅地の中にあるため
に人の立入りが多くなること、松枯れ対
策を懸念されていた。適宜植樹を行って
いた様で、あまり変化することなく、現
在に至っている。

社寺林調査では、周辺域の開発拡大が今
後の課題としてあげられていたが、当時
から懸念材料は少なく、神社側もよく管
理され、あまり変化することなく現在に
至っている。

社寺林調査では、外部からの立入りを抑
制していたことから、当時から懸念材料
は少なく、社寺林の保護計画や病虫害対
策を図っていたことから、あまり変化す
ることなく現在に至っている。

社寺林調査では、相当な量のコジイ伐
採、排気ガスによる影響が懸念されてい
た。その後山林への立入りの抑制してい
るが、墓地や駐車場として山林を造成し
たために周辺の樹林環境は著しく変化し
ている。

社寺林調査では、寺側の樹林に対する保
護対策が十分でないことが懸念材料とし
てあげられている。2000年代に入っても
樹林縮小が進み、現在に至っている。

寺社名

ま　と　め

社寺林の変遷

航空写真の収集状況 航空写真に基づく各年代の社寺林の変遷 現地調査対象社寺林の
選 定 理 由
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図 2-5-2 社寺林調査の航空写真例（大鳥大社：2002年赤外カラー）
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（６）地域のみどりの自然評価調査手法の検討

1) 調査方法

これまでの自然環境保全基礎調査（種の多様性調査）や社寺林調査、本調査

、 （ ）による現地状況等を総合的に判断し 自然評価調査手法案 調査シートの提案

の検討を行った。

地域のみどりの自然評価調査では、小・中学校の先生・児童生徒、学生や地

域愛好家等が調査を行うことを想定し、幅広い主体から情報を収集するととも

に、より専門的な調査における基礎的な情報の統一化によるデータ収集の一貫

性の確保、専門家と地域の人々との一体的な活動の促進、地域の方々との自然

情報交流の促進を目指した。

2) 調査結果

ⅰ）現況調査からの自然評価対象項目抽出

現況調査における現地調査結果及び現地写真、周辺の環境特性等を把握し、

都市部におけるみどりの特性を考慮して、都市部における自然評価対象項目の

抽出を行った。

ⅱ）自然評価調査手法（カルテ・調査票等）の検討

自然評価調査では、小学校から地元愛好家までの幅広い年齢層を対象とした

調査を想定していることから、視覚的により判断する「必須」項目（みどりを

みることで得られる最低限の情報）とある程度の専門的知識を必要とする「観

察・記載が望ましい」項目（観察・考察が必要とする情報 、より専門的な意）

見を記載できる「事由記入欄」により構成した調査票を検討した。

自然評価対象項目は、大きく「森林の概況 「保護状況 「利用状況」の」、 」、

３つに分類した。おもに森林の概況と利用状況では、都市部のみどり全般につ

いて対象とし、保護状況では社寺林やその他保護対象となっている地域のみど

りを対象とした項目として設定した。
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表 2-6-1(1) 自然評価調査票（案）(シート１）
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表 2-6-1(2) 自然評価調査票（案）(シート２）



- 82 -

３．考察

（１）小学校区別のみどり環境からみた現状

大阪府の全小学校区 小学校区のうち、樹林・樹木、草地、農地、水面からな1033

るみどりの面積率が 以下の小学校区が 小学校区と半数を超えており、小学20% 555

生や地域の住民にとって自然を感じるみどり空間が身近に少なくなっていることが

明らかとなった。またその地域も、大阪市に限らず郊外の都市にも大きく広がって

30%いることが明らかとなった。身近なみどりが多いと考えられるみどり面積率が

以上の小学校区は 小学校区であり、しかも山地を含む小学校区がほとんどであ294

った。

都市域における身近な自然を面積として確保することは、都市構造等の上からも

。 、 、難しいものと考えられる 質的な問題点はあるが 地域の方々に自然を身近に感じ

自然の大切さを感じてもらうためには、歩いていける距離や目にする距離にみどり

の空間が有ることが望ましい。そのためのみどりをネットワーク化し、小学校をみ

どりの空間として環境教育等を通して自然への理解を育む必要性がある。

図 3-1-1 地域別のみどり環境の出現状況

0 50 100 150 200 250 300

小学校区数

豊能

三島

北河内

大阪市内

中河内

南河内

泉北

泉南

地
域

ランク別出現数

0-10

10-20

20-30

30-40

40-50

50-60

60-70

70-80

80-90

90-100

みどりの
面積率(%)
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（２）小学校区内の樹林地現況調査からみた現状

小学校区内のみどりの面積率が ～ ％の小学校区を中心に樹林地現況調査を行10 20

った。これらの小学校区の樹林地の多くは公園や学校林であり、自然性は高いとは

言えないものがほとんどであった。植物相の単純化や土壌や下草の踏み固め等の現

象が見られる樹林も多数確認された。自然性の高い樹林としては、社寺林や古墳、

斜面の残存林地、自然の樹林を活かした公園林等であった。

樹林は成立しているため、ポテンシャルは有ると思われるが、現状では面積だけ

ではなく、質的にも自然性が十分であるとは言い難い。

（３）エコロジカルネットワークからみた現状

（ ）みどりの面積率が ～ ％の小学校区を中心にエコロジカルネットワーク図 例10 20

を作成したが、同じようなみどりの面積率であってもエコロジカルネットワークの

面からは小学校区により違いが現れた。

北部（概ね淀川以北）では斜面緑地や河川等のエコロジカルネットワークを構成

する要素が比較的多く、斜面緑地など比較的質の高いものや隣接する小学校区への

ネットワークも形成されている。対して、南部（概ね大和川以南）では古墳や信太

、 、山等の自然的な拠点はあるものの 市街地との連続性やネットワーク要素が少なく

エコロジカルな連携が少ない。中部（大阪市及び淀川以南、大和川以北）では、街

路樹や住宅団地内の樹林など戦後以降の植裁の生長によりネットワークが形成され

つつある。

また、みどりの変遷から見ると、各小学校区とも昭和 年代からみどりが大きく20

減少しているが、北部では昭和 年前後までに開発された箇所が多く、斜面の残存50

緑地等が線状に残されているのに対し、南部では昭和 年以降にも開発が多く、社50

、 。寺林や古墳等は継続して存在しているが 線的なみどりの空間が少なくなっている
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図 3-1-2 エコロジカルネットワーク図（案）の例

（４）社寺林調査からみた現状

社寺林調査の対象はいずれも開発などの圧力が高く、存続が危ぶまれているとさ

れるところであったが、赤外カラーオルソフォトで確認した状況では社寺林そのも

のが消滅している箇所はなかった。但し、墓園や宅地造成等の開発圧力により、社

寺林そのものや周辺環境が大きく変化している箇所がほとんどであった。

そのため、これらの社寺林に関しては現地調査を実施し、質的な変化も含め調査

を行うことが望まれる。

図 3-1-3 環境の変化した社寺林の例（長尾山正俊寺）

ネットワークとして有力な軸

（現状でネットワークは弱

いが、みどりの拠点を有

し、河川がネットワーク

軸となりうる例）
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（５）地域のみどり環境の把握からみた状況

エコロジカルネットワークの現状や変遷、現況調査による樹林の状況から、都市

域においては現在ある樹林を活かしつつ、自然性を高めることが望まれる。

そのための資料として、地域に根付いた視線で多くの地点のみどりを観察し、地

域とともに育てていくことが望まれる。そのための情報を一貫性の有るものとして

「自然評価調査手法案（調査シート 」を提案した。）

この調査シートと、地域の自然活動家（小中学校の先生、クラブ、地域の自然愛

好グループ等）と専門家が協力することにより、地域の自然への愛着がより身近な

ものになるとともに、他地域との連携・ネットワーク化が図られるものと期待され

る。
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４．まとめ

本調査では、大阪府内の環境評価単位を小学校区に設定し、既存の緑被現況調査結果

を地理情報システム化（ＧＩＳ化）し、調査結果をランク区分化すること等により、生

物生息ポテンシャルの基盤を評価したみどり環境マップを作成し、府域におけるエコロ

ジカルネットワークを形成するための基礎資料を作成した。これらの資料は、自然環境

行政、一般府民に対する自然分野の基礎・啓発資料、エコロジカルネットワークの推進

資料としての活用を図ることを目的とした。

●みどりの面積率が ～ ％の小学校区が最も多く、大阪市内に限らず、郊外の小学校10 20

区も大多数含まれている事が明らかとなった。大阪府下の小学校区 小学校区の1,033

内、 未満が 小学校区と半数を超えており、身近なみどりが感じられにくい状20% 555

態が明らかとなった。

図 4-1-1 小学校区別みどり環境マップ

(%)
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●質的にも、現況調査を行った 小学校区の全 地点の樹林地の内、自然性の高い樹40 200

林は 地点であり、全体の ％であった。46 23

、 、また 社寺林の状況も周辺環境も含めるとほとんどの箇所で環境変化の圧力があり

現地調査が望ましいと考えられた。

表 4-1-1 樹林の現況調査の概況

：照葉樹林、落葉樹林（里山含む 、マツ林、多様な植物が混在又は比較的多様＊ ）

な植物が混在している樹林（自然性の高い樹林、比較的自然性の高い樹林）

：重複があるため、これらの合計は調査樹林数と合致しない。＊＊

●エコロジカルネットワークの面からも、過去（昭和 年代）には存在していたネット20

ワークが分断されている様子が明らかとなった。また、市街化の進行に伴い、農地や

樹林が大きく減少している事が明らかとなり、今は、市街地で覆われている箇所もみ

どりが沢山あったと認識できる資料が作成出来た。小学校内のみどりの面積率が同程

度であってもネットワークが形成されている小学校区とネットワークが分断されてい

る小学校区があることが明らかとなった。

そのため、過去に存在していたみどりのネットワークや河川等のエコロジカルネッ

トワークの可能性を生かした自然保全や再生・活用が望まれる。

図 4-1-2 エコロジカルネットワーク図（案）の例

（現状でネットワークが比

較的構成されていると考

えられる小学校区）

豊能 三島 北河内 大阪市 中河内 南河内 泉北 泉南 計

25 25 25 25 25 25 25 25 200

7 10 4 2 7 3 11 2 46

社寺林・古墳＊＊ 6 10 9 5 8 4 6 2 50

斜面や池等の残存林地＊＊ 2 3 1 0 0 2 7 0 15

公園・緑地＊＊ 12 9 11 19 13 13 7 13 97

学校林＊＊ 4 2 3 1 4 4 2 5 25

その他＊＊ 2 1 1 0 1 2 3 5 15

対象地域

調査樹林数

自然性の高い樹林＊

利用
状況等
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●樹林をはじめとするみどりの大切さを理解し育むためには、地域住民がみどりを自然

として感じることが大切となる。そのためには、専門的な知識の普及とともに、地域

住民がみどりを自然と感じる、あるいは、自然だと感じてもらえるようにする必要が

ある。そのため 「地域のみどりの自然評価調査手法案」を提案し、地域住民が身近、

な自然に接するきっかけとなるようにした。

●これらの調査結果は、希少な種の保護とは異なるが、多様な生物を都市（及び都市近

郊）で育むための環境基盤の資料となるとともに、地域住民との連携による身近な自

然環境調査の基礎データ、地域住民が地域の自然に興味を持つきっかけ、地域の自然

を育む行動に移るきっかけとしての活用が望まれる。



５．資料編



資料編

（１）樹林地現地状況調査地点位置（航空写真）



                  資料-1- 1 

豊中市 桜塚小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
箕面市 西南小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

瀬川神社 

願正寺 瀬川北公園 

瀬川中公園 

西南小学校 

大門公園 桜塚小学校 

栗ケ丘公園 

大曽公園 

大塚公園・ 
大塚山公園 



                  資料-1- 2 

豊中市 刀根山小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
豊中市 少路小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市軸稲荷神社 

円満寺 

刀根山公園横の緑地（民地） 

府立刀根山養
護学校内緑地 

刀根山公園 

西緑丘３丁目緑地 

奥池の外周緑地 

緑丘公園 

西緑丘新池公園 
少路小学校 



                  資料-1- 3 

箕面市 豊川南小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
高槻市 北日吉台 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３号緑地 豊川南小学校 春日神社 北の杜公園 荒内谷公園 

日吉台北公園・裏山 

日吉台東公園 

弥生が丘公園 

日吉台 
あさがお公園 

日吉台中央公園 



                  資料-1- 4 

茨木市 三島小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
高槻市 高槻小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西河原公園 磯良神社 総持寺 
三島小学校 光明寺 

城跡公園
（北側） 

野見神社 大阪医科大学外周緑地 

八幡大神宮 

城跡公園
（南側） 



                  資料-1- 5 

茨木市 中津小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
吹田市 山田第一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中村公園 弁禮神社 中津小学校 中村町緑地 

溝昨神社 

伊射奈岐神社 
山田東３丁目

緑地１ 

南林寺 

光山寺 

山田東３丁目
緑地２ 
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守口市 橋波小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
守口市 守口小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大宮中央公園 

大宮公園 

守口第４中学校 

覚了寺 天乃神社 

外島北公園 外島公園 守口小学校 松月公園 難宗寺 
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枚方市 樟葉南小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
寝屋川市 池田小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二ノ宮神社 めんどり公園 樟葉南小学校 
楠葉朝日２
丁目緑地 樟葉東公園 

大利神社 

妙隆寺 桜木町緑地 池田１号緑地 

大利町緑地 
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枚方市 枚方小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大阪市生野区 東桃谷小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御幸森天神宮 弥栄神社 

御勝山古墳 

生野東公園 

御勝山南公園 

臺鏡寺 
元東京海上日

動所有地 枚方パーク外周林 
式内意賀美

神社 坊主池公園 大隆寺 
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大阪市天王寺区 真田山小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大阪市浪速区 立葉小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

空清町公園 三光神社 清水谷公園 

弥栄神社 真田山公園 

桜川公園 立葉町公園 

芦原公園 

木津川公園 

久保吉２丁目緑地 
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大阪市北区 豊崎東小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大阪市東住吉区 矢田小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鶴満寺公園 

長柄西公園 

国分寺公園 

長柄東公園 

毛馬公園 

矢田中公園 

矢田教育の森
公園 

矢田小学校 
矢田六公園 

矢田５丁目緑地 
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八尾市 八尾小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東大阪市 北宮小学校 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大信寺 
（八尾御坊） 八尾小学校 常光寺 

慈願寺  

本町第 2 公園 

古箕輪八幡宮 芦原公園 栗原神社 

川中邸の 
屋敷林 

芦原北公園 
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八尾市 志紀小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東大阪市 英田南小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

春日神社 ラグビー場南側緑地 

新家第一公園 

花園中央公園 

花園７丁目 
緑地帯 

田井中公園 
志紀町西１丁目 

緑地公園 志紀小学校 志紀公園 
志紀町西３丁目 

緑地 
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八尾市 桂小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大阪狭山市 南第一小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西郡天神社 幸公園 幸町３丁目緑地 桂中学校 桂小学校 

南第一小学校 西山台第ニ公園 
西山台１丁目 

緑地 

西山台第四公園 

西山台第三公園 
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藤井寺市 道明寺南小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
河内長野市 楠小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小島塚古墳 道明寺天満宮 道明寺 
藤井寺市民 
病院外周林 

道明寺南幼稚園 
北側の公園 

松ケ丘公園 楠小学校 
盛松寺 

（千代田高校裏） 

千代田緑地 

府営河内長野楠 
住宅脇街路樹 
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河内長野市 南花台東小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
富田林市 高辺台小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高辺台小学校 高辺台３号公園 高辺台１号公園 

高辺台４号公園 

高辺台２号公園 

南花台第十公園 
南花台２丁目

緑地 南花台第一公園 南花台東小学校 

南花台１丁目
緑地 
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堺市西区 鳳小学校 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
堺市堺区 三国丘小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鳳北町第一公園 大鳥大社 

鳳前池公園 

鳳北町５丁
の緑地 

鳳中町すずむ
しそう公園 

北三国ヶ丘
町の民有林 

方違神社 
反正天皇陵
外周緑地 三国丘公園 

三国丘幼稚園
西側街路樹 
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堺市中区 八田荘小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
和泉市 伯太小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

泉北変電所前
街路樹 八田寺町緑地 八田荘中学校 鈴ノ宮蜂田神社 

鈴ノ宮団地前
緑地 

前奈池公園 

青少年野外活
動センター 

丸笠山古墳 
大阪市立大学

所有地 
自衛隊北東側緑
地（神社含む） 
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堺市南区 赤坂台小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
岸和田市 城内小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南公園 岸和田城址 五風荘（庭園） 城内小学校 岸城神社 

府営住宅緑地帯 

赤坂台６丁 
緑地帯 

赤坂台小学校 

赤坂公園 
赤坂台５丁 

緑地帯 
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泉佐野市 第一小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

りんくう公園
緑地３ 佐野中学校 りんくう中央公園 

りんくう公園
緑地１ 

りんくう公園
緑地２ 
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阪南市 福島小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

泉南尾崎団地
緑地１ 

福島小学校 

尾崎中学校 

府営阪南尾崎
住宅横の公園 

泉南尾崎団地
緑地２ 
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岸和田市 大宮小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大宮小学校 兵主神社 宮前遊園 
岸和田市立
総合体育館 中央公園 
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阪南市 舞小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

光陽台２丁目
の樹林帯 

光陽台３号 
公園 

光陽台２号
公園 

阪南市立総合
体育館 

畑池外周の
樹林 



資料編

（２）樹林地現地状況調査表



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 豊中市

小学校区 桜塚小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：北桜塚4丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□

■

□ 不明

土壌・下草 □

□

□

■

□ 不明

動物多様性 □

■

□

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

多様な動物の成育が確認される

動物の生息する環境がある

動物の生息環境が悪く、成育も少ない

下草が充分発達し、土壌も発達している

下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

下草も含めて植物相が単純化している

名称等：大曽公園

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等

2005年11月18日

照葉、落葉、針葉混交林含む

項目・内容

・針葉樹（マツ）、照葉・落葉広葉樹が植樹されている。
・公園面積の割には、比較的樹木が多い。
・定期的な管理を受けているために落葉はない。
・公園の入り口付近に小さな樹林があるため、野鳥の生息（休息）場所となりうる。

確認事項

スギ・ヒノキ
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 豊中市

小学校区 桜塚小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：北桜塚1丁目

備考

植生・林分状況 □

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 垣根がある

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□

■

□ 不明

土壌・下草 □ 下草はシバ

□

□

■

□ 不明

動物多様性 □

□

■

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

動物の生息する環境がある

動物の生息環境が悪く、成育も少ない

下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

多様な動物の成育が確認される

多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

下草も含めて植物相が単純化している

下草が充分発達し、土壌も発達している

名称等：大門公園

2005年11月18日

照葉樹林

照葉、落葉、針葉混交林含む

項目・内容

・公園の外周に植樹されている。
・照葉・落葉広葉樹が主体。
・定期的な管理を受けているために落葉はない。
・遊技広場には落葉広葉樹が植樹されており、広場の外周だけでなく、敷地の中央にも
　植樹がみられる。

確認事項

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 豊中市

小学校区 桜塚小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：中桜塚4丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

■ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年11月18日

名称等：大塚公園・大塚山古墳

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・公園の外周に植樹されている。
・古墳周辺は針葉樹、照葉・落葉広葉樹の混交林。
・野鳥の生息（休息）場所として利用されている。
・高中木が多い。
・公園、古墳周辺ともに下草は刈り取られている。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 豊中市

小学校区 桜塚小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：中桜塚4丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している 下草は疎らにある

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

名称等：栗ヶ丘公園

2005年11月18日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

項目・内容

・照葉・落葉広葉樹のみ植樹されている。
・落葉は多いが、土壌は踏み固められている。
・遊技広場にはイネ科草地が広がる。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 豊中市

小学校区 桜塚小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：北桜塚2丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

名称等：桜塚小学校

2005年11月18日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

項目・内容

・校舎を囲むように敷地の外周に植樹されている。
・針葉樹、照葉・落葉広葉樹が植樹されている。
・外観から判断して、他校と同様の樹木環境と考えられる。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 箕面市

小学校区 西南小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：半町1丁目

備考

植生・林分状況 ■ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 ■ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 ■ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 ■ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

名称等：瀬川神社

2005年11月18日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

項目・内容

・照葉樹主体で、本殿の裏が照葉樹林になっている。
・夜間境内をイノシシが徘徊するとの看板があり、恐らく本殿裏に生息するものと
　考えられる。
・樹林の管理を行っている可能性は考えにくいため、樹林内の土壌はＡ層以上の状態が
　維持されていると考えられる。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 箕面市

小学校区 西南小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：瀬川2丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

■ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

■ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年11月18日

名称等：願正寺

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

項目・内容

・閉門されていたため、寺内の詳細は不明。
・針葉樹、照葉樹等が数本程度と樹木は少ない。
・植樹の状況から考えると、下草はなく土壌も踏み固められていると推察された。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 箕面市

小学校区 西南小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：半町1丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

■ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 ■ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 ■ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 ■ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

名称等：瀬川北公園

2005年11月18日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

項目・内容

・瀬川神社とは隣接しており、連続した樹林環境である。
・広葉樹（照葉・落葉）が主体で、針葉樹は少ない。
・公園の中央に広場（裸地）があり、その周辺にまとまった樹林がある。
・野鳥や小動物などの生息環境がある。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 箕面市

小学校区 西南小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：瀬川３丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年11月18日

名称等：瀬川中公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹の高木が公園の外周にあり、野鳥の生息（休息）場所として利用されている。
・照葉樹が主体。
・低木は点在する。
・下草はほとんどない。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 箕面市

小学校区 西南小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：瀬川３丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年11月18日

名称等：西南小学校

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）が主体で、高木があり、野鳥の生息場所として利用されている
　可能性が考えられる。

確認事項

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 豊中市

小学校区 刀根山小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：刀根山２丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

名称等：市軸稲荷神社

2005年10月14日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

項目・内容

・本堂の周りに広葉樹（照葉・落葉）がある。下草はシバなどがまばらにみられる。
・敷地の周りをサザンカの生け垣が取り囲んでいるが、これらは豊中市の保護樹林と
　して指定を受けている。
・境内の建築物を新築しており、一部で造成、伐採が行われている可能性が考えられる。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 豊中市

小学校区 刀根山小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：蛍池東町１丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

■ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

■ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 ■ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

名称等：円満寺

2005年10月14日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

項目・内容

・本堂正面（写真左）の照葉樹や下草は管理されていると考えられる。
　本堂周辺にはシバ草地がある。
・刀根山病院と隣接する場所にまとまった照葉樹林（写真右）があるが、
　下草の状況や動物の生息環境については不明。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 豊中市

小学校区 刀根山小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：刀根山元町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

名称等：刀根山公園

2005年10月14日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・大部分がグランドとして整備されており（写真左）、遊技場が隣接する（写真右）。
　樹木は公園の外周にみられる。
・下草はほとんどない。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 豊中市

小学校区 刀根山小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：刀根山５丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

■ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む） 病院

□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

■ その他

コメント

概略図

現地写真

名称等：府立刀根山養護学校内緑地

2005年10月14日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

項目・内容

・主に照葉樹からなり、航空写真では、まとまった樹林地が認められた。
・樹林の大部分は、病院の病棟、養護学校の校舎の内側に分布するため、植物相や
　動物の生息環境等についての詳細は不明であるが、野鳥の生息（休息）場所には
　なりうる。また、その他の生物については、やや相応しくない環境と思われる。
・遠景では高木を確認した。
・車道に面した樹林の近景を撮影（写真左右）。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 豊中市

小学校区 刀根山小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：刀根山元町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

■ その他 民地の残存林地

コメント

概略図

現地写真

名称等：刀根山公園横の緑地（民地）

2005年10月14日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

項目・内容

・主に照葉樹からなる樹林。
・民地跡地に成立した樹林地（写真左奥、写真右）と考えられる。
・敷地には立ち入られないため、詳細不明（外観からは照葉樹が確認される）。
・野鳥の生息（休息）場所となりうる環境がある。また、その他の生物について
　は、やや相応しくない環境である。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 豊中市

小学校区 少路小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：緑丘2丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

■ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

■ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 ■ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む） 緑地公園
□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

名称等：緑丘公園

2005年11月21日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

項目・内容

・照葉・落葉広葉樹と針葉樹とからなるが、落葉広葉樹が多い樹林。
・野鳥や昆虫類の生息環境はある。
・公園全体を覆うくらいの枝振りの樹木がある。
・遊技などの施設はなく、ベンチのみが設置されている緑地公園。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 豊中市

小学校区 少路小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：西緑丘3丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

名称等：西緑丘新池公園

2005年11月21日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

項目・内容

・照葉・落葉広葉樹のみ植樹されている。
・定期的な管理をされているため、落葉もなく、下草もほとんどない。
・野鳥の生息（休息）場所程度の環境はある。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 豊中市

小学校区 少路小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：西緑丘3丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む） 都市緑地
□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

名称等：西緑丘３丁目緑地

2005年11月21日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

項目・内容

・落葉広葉樹のみ。
・都市生産緑地地区の立て札がある。
・土壌は踏み固められてはいないが、下草が単純でＡ層は成立していないと
　考えられる。
・フェンスで囲まれているため、詳細は不明だが、動物の生息環境としては
　あまり適さないと考えられる。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 豊中市

小学校区 少路小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：緑丘1丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

■ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

■ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む） 池の外周緑地
□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

■ その他

コメント

概略図

現地写真

名称等：奥池外周緑地

2005年11月21日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

項目・内容

・針葉樹と照葉・落葉広葉樹からなる。
・池の水際がコンクリートで整備されていることから、植栽林と考えられる。
・この緑地もフェンスにより囲まれているため、詳細は不明だが、上記のような
　環境状態と言える。
・野鳥の生息（休息）場所として利用されうるものと考えられる。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日

市町村 豊中市

小学校区 少路小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：西緑丘2丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

名称等：少路小学校

2005年11月21日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

項目・内容

・コンクリートの高台の上に小学校があるため、撮影地点からは落葉広葉樹のみが確認できる。小学
  校の樹木の状態の詳細は不明だが、恐らく他の小学校と同様の状況であると考えられる。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等

資料-2-20



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 箕面市

小学校区 豊川南小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：小野原西5丁目

備考

植生・林分状況 ■ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 ■ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 ■ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 ■ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

名称等：春日神社

2005年11月21日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・遠景からみても分かるとおり、かなりまとまった樹林がある。
・本殿の周辺は樹林で囲まれている。
・動物の確認はしていないが、樹林の規模から推測して多様な動物の生息環境
　が維持されていると考えられた。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 箕面市

小学校区 豊川南小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：小野原東5丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

名称等：荒内谷公園

2005年11月21日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・公園の外周に植樹されているが、樹木は少ない。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 箕面市

小学校区 豊川南小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：小野原東4丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

■ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

名称等：北の杜公園

2005年11月21日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・公園の外周、西側のマンションに隣接するところ以外はやや広い樹林がみられる。
・野鳥や昆虫類の生息環境はあるものと考えられる。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 箕面市

小学校区 豊川南小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：小野原西2丁目

備考

植生・林分状況 ■ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

■ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

■ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む） 斜面の残存緑地
□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

■ その他

コメント

概略図

現地写真

名称等：３号緑地

2005年11月21日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・フェンスが張られていて、中には立ち入られない。
・この地域では春日神社以外で、あまりまとまった緑地がないため貴重な緑地帯
　といえる。
・樹林のそばにクズ群落が広く分布しているため、植生的には単純で動物の生息
　環境としてはあまり適さない。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 箕面市

小学校区 豊川南小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：小野原東3丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

名称等：豊川南小学校

2005年11月21日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹（マツ）からなる。
・小学校の外周を疎らに植樹された樹木に囲われている。
・動物の生息環境としては相応しくない。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等

資料-2-25



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 高槻市

小学校区 北日吉台小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：日吉台4番町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

項目・内容

・落葉樹、針葉樹からなる。
・公園の外周を針葉樹の低木が植樹されており、その他では落葉樹が多くみられるが、
　土壌は踏み固められている。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等

2005年11月22日

名称等：日吉台中央公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 高槻市

小学校区 北日吉台小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：日吉台5番町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

項目・内容

・落葉樹のみ。
・公園の外周に等間隔に植樹されている。
・グランドの近くや植え込みに下草があるが単純。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等

2005年11月22日

名称等：日吉台東公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 2005年11月22日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 高槻市

小学校区 北日吉台小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：弥生が丘町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・公園の外周にほぼ等間隔に主に広葉樹が植樹されている。
・植え込みには下草がある（シバなどのイネ科植物）。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

名称等：弥生が丘公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

資料-2-28



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日

市町村 高槻市

小学校区 北日吉台小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：日吉台3番町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等） ■
植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している ■
□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している ■
□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある ■
■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他 ■鉄塔周辺の植栽林

コメント

概略図

現地写真

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹（マツ）からなる。
・公園の樹木（広葉樹）は少ないが、隣接する鉄塔周辺の樹林とは連続した樹林
　環境を形成している。このことから、動物の生息環境はあるだろうと推察される。
・鉄塔側は広葉樹と針葉樹（マツ）からなり、確認状況は備考欄に示した。
・備考欄の■は本公園と連続した樹林環境を形成する裏山（鉄塔周辺）の環境を示す。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等

名称等：日吉台北公園・裏山

2005年11月22日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日

市町村 高槻市

小学校区 北日吉台小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：日吉台3番町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）が植樹されている小さな緑地公園で、下草は疎らで
　土壌は踏み固められている。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等

名称等：日吉台あさがお公園

2005年11月22日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 茨木市

小学校区 三島小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：三島丘１丁目

備考

植生・林分状況 ■ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

■ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）が主体で、針葉樹は少ない。
・落葉は多いが、定期的な清掃管理が行われているようである。
・本殿を覆うように樹林が広がる。
・下草が少ないため、土壌Ａ層は不成立。
・野鳥の生息（休息）環境となっており、その他の動物の生息環境にもなりうる。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等

名称等：磯良神社

2005年12月2日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 茨木市

小学校区 三島小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：総持寺１丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹（マツ）からなる。
・寺院周辺の樹林はあまり管理されておらず、野鳥の生息（休息）場所、その他生物の
　生息場所となりうる。
・寺院内の樹木は定期的に剪定されており、生物の生息環境としては適当でない。
・本堂裏には樹林はなく、墓地として整備されている。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等

名称等：総持寺

2005年12月2日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 茨木市

小学校区 三島小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：総持寺１丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

項目・内容

・本堂正面に広葉樹（照葉・落葉）が数本植えられている（庭木程度）。
・寺内には立ち入れないが、他の寺院同様の環境と考えられ、土壌状態や生物の
　生息・生育環境としては適当ではないと推察される。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等

名称等：光明寺

2005年12月2日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 茨木市

小学校区 三島小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：西河原２丁目

備考

植生・林分状況 ■ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

■ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

■ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 ■ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）が主体。
・かなり広い公園で、全体樹林が覆われている。
・野鳥の生息（休息）場所として利用されている。その他、昆虫の生息環境ともなりうる。
・土壌は全体的に乾燥している。
・茨木市がホタルを放飼して、定着を促している。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等

2005年12月2日

名称等：西河原公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 茨木市

小学校区 三島小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：三島町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）及び針葉樹からなる。落葉樹の割合がやや高い。
・樹木は疎らで全体的に少ない。
・他の小学校同様に外周を樹木が囲んでいる。

確認事項

野鳥の生息場所としても難し
い。

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等

名称等：三島小学校

2005年12月2日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-35



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 高槻市

小学校区 高槻小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：野見町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

■ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・まとまった樹林ではないが、高木が多く、これらが野鳥の生息（休息）場所
　となっている。
・本殿裏にも、特に社寺林はない。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等

名称等：野見神社

2005年11月25日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-36



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 高槻市

小学校区 高槻小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：八幡町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。樹木は少なく、下草もほとんどない。
・保護樹林に指定されているクヌギ、アベマキの高木がある。これらの高木を野鳥
　が生息（休息）場所として利用する可能性が考えられる。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等

名称等：八幡大神宮

2005年11月25日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 高槻市

小学校区 高槻小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：野見町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

項目・内容

・城跡公園は北側と南側とに分かれている。
・落葉樹が主体である。
・下草は少なく、植生も単純だが、野鳥の生息（休息）場所として利用されている。
・緑地公園として整備されている。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等

名称等：城跡公園（北）

2005年11月25日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 高槻市

小学校区 高槻小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：城内町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

項目・内容

・池（堀）を中心に樹木が配置されている。
・広葉樹（照葉・落葉）のみで高木がやや多いが、敷地面積の割りに樹林はない。
・遊技広場側に小さな落葉広葉樹林がある。
・野鳥の生息（休息）場所として、高木が利用されていると考えられる。
・城跡跡地を歴史公園として整備されている。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等

名称等：城跡公園（南）

2005年11月25日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 高槻市

小学校区 高槻小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：大学町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む） 病院内の緑地
□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

■ その他

コメント

概略図

現地写真

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。
・大阪医科大学付属病院構内にある緑地で、定期的に清掃管理されているため
　落葉はない。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等

2005年11月25日

名称等：大阪医科大学付属病院外周緑地

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 茨木市

小学校区 中津小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：五十鈴町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

■ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

■ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2006年1月10日

名称等：溝昨神社

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・照葉樹及びマツの高木が多く、落葉樹は中低木がみられる。
・本殿裏は疎林だが、照葉樹とマツ高木が多い。このうち、照葉樹は野鳥の休息場所
　として利用されうる環境である。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-41



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 茨木市

小学校区 中津小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：中村町

備考

植生・林分状況 ■ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月2日

名称等：牟禮神社

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。
・落葉はあるが、下草が少なく、土壌は乾燥している。
・野鳥の生息（休息）となりうる。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等

資料-2-42



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 茨木市

小学校区 中津小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：中村町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月2日

名称等：中村公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）のみ。
・公園の外周を中低木が植樹されている。
・野鳥の生息（休息）場所としては適当ではない。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 茨木市

小学校区 中津小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：中村町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

■ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

■ その他 民地の残存林地と思われる

コメント

概略図

現地写真

2005年12月2日

名称等：中村町緑地

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）が主体。
・民地の樹林。詳細は不明。
・野鳥の生息（休息）場所となりうる。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 茨木市

小学校区 中津小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：中津町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2006年1月10日

名称等：中津小学校

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

項目・内容

・照葉樹と針葉樹からなる。照葉樹主体で、樹木は少ない。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 吹田市

小学校区 山田第一小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：山田東２丁目

備考

植生・林分状況 ■ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

■ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している 本堂裏側の樹林は不明

■ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 ■ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。
・神社正面には落葉広葉樹の小規模な緑地帯（写真左）がある。本殿周辺にはま
　とまった樹林地があり、車道沿いに竹林も広く分布（写真右の奥）する。
・神社の樹林内には、立ち入れないため詳細は不明だが、生息環境はあると考え
　られる。

確認事項

　

マダケ、モウソウチク等

2005年10月13日

名称等：伊射奈岐神社

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 吹田市

小学校区 山田第一小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：山田東１丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

■ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

■ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 ■ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、竹林からなる。
・本堂の裏側にまとまった樹林地（写真左）があり、車道沿いには竹林が広く
　分布（写真右）する。
・野鳥やその他の生物の生息場所となる環境がある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2005年10月13日

名称等：南林寺

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 吹田市

小学校区 山田第一小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：山田東１丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

■ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

■ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 ■ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、竹林からなる。
・南林寺に隣接し、本堂の裏側にまとまった樹林地（写真右の中央）があり、
　車道沿いには竹林が広く分布する（写真左）。
・野鳥やその他の生物の生息場所となる環境がある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2005年10月13日

名称等：光山寺

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 吹田市

小学校区 山田第一小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：山田東３丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

■ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している 土壌は不明

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む） 斜面の残存林地

□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

■ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、竹林からなる（竹林面積もやや広い）。
・下草は疎らにみられる。
・林内は薄暗く、中低木はみられない。
・斜面にある残地緑地（下写真：緑地両端の環境）
・フェンスで囲われているために立ち入ることはできない。
・野鳥やその他の生物の生息場所となる環境がある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2005年10月20日

名称等：山田東３丁目緑地１

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 吹田市

小学校区 山田第一小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：山田東３丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林 一部に植栽木がみられる

■ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している 土壌は不明

■ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 ■ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む） 斜面の残存林地

□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

■ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。高木～低木の樹種構成がある。
・草地（セイタカアワダチソウ等）が広く分布する。
・斜面の残地緑地（下写真：緑地両端の環境）
・フェンスで囲われているために立ち入ることはできない。
・野鳥やその他の生物の生息場所となる環境がある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2005年10月20日

名称等：山田東３丁目緑地２

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 守口市

小学校区 橋波小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：橋波東乃町２丁目

備考

植生・林分状況 ■ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月2日

名称等：天乃神社

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。
・神社の外周に高木がある。
・本殿裏に照葉樹の高木があり、野鳥の生息（休息）となりうる。
・清掃管理されていて、落葉が少ない。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 守口市

小学校区 橋波小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：橋波東乃町４丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月2日

名称等：覚了寺

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・照葉樹からなる。
・照葉樹中高木があり、野鳥の生息（休息）場所となりうる。
・立ち入れないため、その他詳細は不明。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 守口市

小学校区 橋波小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：大宮通１丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月2日

名称等：大宮中央公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。
・樹林面積が広く、野鳥の生息（休息）場所となっている（林内を野鳥が飛び
　交っている）。その他の生物の生息場所となりうる環境もある。
・公園の外周を低木が植樹されている。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 守口市

小学校区 橋波小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：大宮通１丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月2日

名称等：大宮公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）が主体。
・清掃管理されているようであり。落葉は少なく、樹木周辺の土も固められている。
・公園の外周には中低木が疎らに植樹されている。
・野鳥の生息（休息）場所としては適当ではない。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 守口市

小学校区 橋波小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：大宮通３丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月2日

名称等：守口第四中学校

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）が主体。中低木のみ。
・学校の外周（学校の外壁と校舎が隣接するところ以外）に植樹されている。
・野鳥の生息（休息）場所としては適当ではない。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 守口市

小学校区 守口小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：竜田通１丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなるが、樹林環境はない。
・本堂正面には20ｍ程度の広葉樹が５本ある。
・本堂裏には大阪府の天然記念物の指定を受けているイチョウの巨樹（25ｍ、樹齢500年）
　があり、守口市の保存樹木にも指定されている。このイチョウが野鳥の生息（休息）
　場所となっている。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2005年12月2日

名称等：難宗寺

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-56



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 守口市

小学校区 守口小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：松月町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

■ その他 墓地

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。
・公園に隣接して墓地がある。墓地側にも樹林があり、連続した環境となっている。
・公園は疎らに植樹されているが、墓地側は樹林となっている。
・野鳥の生息（休息）場所となりうる環境がある。
・公園は清掃管理されており、落葉はない。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2005年12月2日

名称等：松月公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 守口市

小学校区 守口小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：外島町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。
　中高木が野鳥の生息（休息）場所として利用されている。
・隣接する病院の緑地とは隣接しており、連続した樹林環境となっている。
・清掃管理されており、落葉はない。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等

名称等：外島公園

2005年12月2日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-58



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 守口市

小学校区 守口小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：外島町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）が主体で、中低木のみ植樹されている。
　中木がほぼ等間隔で植樹されている。
・あまり清掃管理されているようには感じられないが土壌Ａ層は不成立。
・野鳥の生息（休息）場所としては適当ではない。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等

名称等：外島北公園

2005年12月2日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-59



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 守口市

小学校区 守口小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：八島町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。
　他校同様に学校の外周が植樹されている。校舎周辺は中高木（広葉樹）が等間隔で
　植樹されている。グランド周辺は照葉樹と針葉樹が植樹されている。
・野鳥の生息（休息）場所としては適当ではない。

　

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2005年12月2日

名称等：守口小学校

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-60



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 枚方市

小学校区 樟葉南小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：船橋本町１丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

■ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 ■ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

名称等：二ノ宮神社

2005年12月8日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

項目・内容

・社寺林調査の対象となっている神社である。
・広葉樹（照葉・落葉）及び針葉樹の高木が多く、中低木や下草がない。高木が
　多いため林内は薄暗く、野鳥の生息（休息）場所としては利用されているが、
　その他の生物の生息場所としてはあまり適さないと考えられる。
・本殿裏には照葉樹林がある。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等

資料-2-61



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 枚方市

小学校区 樟葉南小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：楠葉朝日３丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月8日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

名称等：楠葉東公園

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・清掃管理されていて、落ち葉がない。
・外周に照葉樹が植樹され、その内側に落葉広葉樹が疎らにみられる。
・野鳥の生息（休息）場所となりうる環境はある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-62



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 枚方市

小学校区 樟葉南小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：楠葉朝日１丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月8日

名称等：めんどり公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。
・野鳥やその他生物の生息場所となりうる環境はない。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-63



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 枚方市

小学校区 樟葉南小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：楠葉朝日２丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月8日

名称等：楠葉朝日２丁目緑地

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。
・外周に針葉樹の低木が植樹されている。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-64



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 枚方市

小学校区 樟葉南小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：楠葉南１丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月8日

名称等：樟葉南小学校

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。
・小学校の外周には常緑広葉樹が植樹される。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-65



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 寝屋川市

小学校区 池田小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：大利町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。
・本殿周辺に常緑広葉樹の高木があり、野鳥の生息（休息）場所となりうる環境
　である。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2005年12月8日

名称等：大利神社

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-66



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 寝屋川市

小学校区 池田小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：池田２丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・照葉樹のみ植樹されている。
・本堂前に庭木程度（数本）の植樹がされている。
・野鳥の生息（休息）場所にも不適切な環境である。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2005年12月8日

名称等：妙隆寺

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-67



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 寝屋川市

小学校区 池田小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：大利町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）の中低木からなる。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2005年12月8日

名称等：大利町緑地

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-68



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 寝屋川市

小学校区 池田小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：桜木町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）の中低木のみが植樹されている。
・清掃管理されている。
・友呂岐緑地や大利町の緑地に連なる。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2005年12月8日

名称等：桜木町緑地

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-69



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 寝屋川市

小学校区 池田小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：池田１丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。
・公園の外周は針葉樹の低木が等間隔に植樹され、その内側を落葉広葉樹の中高木が
　植樹されている。
・野鳥の鳴き声が聞こえており、生息（休息）場所として利用されているようで
　ある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2005年12月8日

名称等：池田１号緑地

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-70



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 枚方市

小学校区 枚方小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：枚方上之町

備考

植生・林分状況 ■ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

■ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

■ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 ■ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月8日

名称等：式内意賀美神社

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる樹林がある。その他、梅林など
　がある。
・照葉樹の高木が多く。これらが野鳥やその他生物の生息場所となっている。
・境内は清掃管理されていて、落葉はなく、下草も少ない。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-71



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 枚方市

小学校区 枚方小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：枚方元町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

■ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月8日

名称等：臺鏡寺

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。
・竹林が広い面積を占める。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-72



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 枚方市

小学校区 枚方小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：枚方元町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月8日

名称等：大隆寺

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）のみからなる。
・本堂周辺に庭木程度に広葉樹が植樹されている。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-73



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 枚方市

小学校区 枚方小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：高塚町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

■ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

■ その他 民地の残存林地

コメント

概略図

現地写真

2005年12月8日

名称等：元東京海上日動所有地

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹、竹等からなる混交林。
・市販の道路地図等では東京海上火災の所有地となっていたが、現在は25階建て
　の高層マンション建設予定地となっている。航空写真ではまとまった樹林が広
　く分布していたが、伐採・造成によりかなり縮小してしまったようである。
・現時点の混交林は野鳥やその他生物の生息場所となりうる環境があるが、今後
　伐採等により更に縮小の可能性が考えられる。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-74



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 枚方市

小学校区 枚方小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：枚方公園町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

■ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月8日

名称等：枚方パーク外周林

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。
・立入れないので詳細は不明だが、照葉樹の高木があることから、野鳥の
　生息（休息）場所となりうる環境があると思われる。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

テーマパーク外周林

資料-2-75



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 大阪市生野区

小学校区 東桃谷小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：桃谷２丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月7日

名称等：弥栄神社

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。中高木が主体だが、疎らに植樹される。
・野鳥の生息（休息）場所となりうる樹林環境はない。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-76



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 大阪市生野区

小学校区 東桃谷小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：桃谷３丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月7日

名称等：御幸森天神宮

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・本殿をはじめとした家屋は修築工事中で社寺林の全体的な状況は分からないが、
　照葉樹の高木が多く、境内全体を覆うくらい繁茂している。
・高木が多いことから野鳥の生息（休息）場所と成りうる樹林環境がある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-77



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 大阪市生野区

小学校区 東桃谷小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：勝山北３丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

■ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

■ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

■ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 ■ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

■ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月7日

名称等：御勝山古墳

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・古墳は広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。
・外周を鉄柵で囲んでいるため立ち入れないが、野鳥やその他生物の生息場所となる
　樹林環境がある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-78



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 大阪市生野区

小学校区 東桃谷小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：勝山南３丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月7日

名称等：御勝山南公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・清掃管理されている。
・中高木主体の樹林で野鳥やその他生物の生息場所となりうる樹林環境がある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 大阪市生野区

小学校区 東桃谷小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：生野東３丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月7日

名称等：生野東公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・公園の外周は照葉樹低木が植樹されているが、全体的に中高木が多く植樹されており、
　野鳥の生息（休息）場所となりうる樹林環境がある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 大阪市天王寺区

小学校区 真田山小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：玉造本町

備考

植生・林分状況 ■ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月8日

名称等：三光神社

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・神社正面入り口付近や本殿周辺に照葉樹林がある。
・隣接する宰相山公園の樹林とは連続した環境となっている。
・野鳥の休息場所となっている。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 大阪市天王寺区

小学校区 真田山小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：餌差町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む） 照葉、落葉、針葉混交林含む

□ 針葉樹植林 スギ・ヒノキ

□ マツ林

□ マツ枯れ跡 マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

□ 竹林 マダケ、モウソウチク等

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月8日

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。
・中低木が５～６本植樹されている。

確認事項

名称等：弥栄神社
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 大阪市天王寺区

小学校区 真田山小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：真田山町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月8日

名称等：真田山公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹（マツ）からなる。中高木が主体で低木は
　疎らにみられる。
・公園内の遊歩道沿いの街路樹は、照葉樹が主体となっている。
・マツ林の林床には低茎草地が広がる。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 大阪市天王寺区

小学校区 真田山小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：清水谷町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 ■ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月8日

名称等：清水谷公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹の低～高木からなる。イチョウが多い。
・高木が多いことから、野鳥の生息（休息）場所となりうる環境がある。
　また、その他の生物の生息場所ともなりうる環境を有する。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 大阪市天王寺区

小学校区 真田山小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：上本町３丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月8日

名称等：空清町公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）及びマツからなる。イチョウが多くみられる。
・高木が多いので、野鳥の休息場所として利用される。
・清掃管理されている。落ち葉はあるが土壌は乾燥している。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 大阪市浪速区

小学校区 立葉小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：桜川４丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月8日

名称等：桜川公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。低木と高木が多く、高木は野鳥の生息（休息）
　場所となりうる環境がある。
・公園の外周には照葉樹の低高木と針葉樹の高木が植樹されている。
・公園の一部に鉄柵で囲われた場所があり、ここにはややまとまった樹林環境がある。
　以前は公園の一部として使用されていたようであった。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 大阪市浪速区

小学校区 立葉小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：立葉２丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月8日

名称等：立葉町公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。
・主に中低木がみられるが、高木が２本あり、これが野鳥の休息場所となりうる。
・公園の外周に疎らに植樹されている。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 大阪市浪速区

小学校区 立葉小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：久保吉２丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月8日

名称等：芦原公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。全体的に照葉樹が多く、落葉は疎らに植樹される。
・公園の外周と公園内のテニスコート、グランドの周囲にはほぼ等間隔に照葉樹が植
　樹されている。
・照葉樹の中高木が多く、野鳥の生息（休息）場所となりうる環境がある。
・下草は疎らに生える。土壌は乾燥していないが、Ａ層は成立していない。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-88



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 大阪市浪速区

小学校区 立葉小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：木津川２丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月8日

名称等：木津川公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・公園の外周に高木が植樹されている。
・土壌は乾燥していないが、Ａ層は成立していない。
・野鳥の生息（休息）場所、その他の生息場所となりうる環境はある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-89



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 大阪市浪速区

小学校区 立葉小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：久保吉２丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他 ※街路樹

コメント

概略図

現地写真

2005年12月8日

名称等：久保吉２丁目緑地

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなるが、照葉樹が多い。
・中高木があり、野鳥の生息（休息）場所となりうる環境がある。
・低木（ツバキ科植物）のあり、緑地としてのバランスはよい。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-90



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 大阪市北区

小学校区 豊崎東小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：国分寺１丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。
・公園の外周にのみ植樹されている。
・野鳥の生息（休息）場所となりうる樹林環境はない。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2005年12月8日

名称等：国分寺公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-91



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 大阪市北区

小学校区 豊崎東小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：長柄西１丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・公園の外周は、照葉・落葉樹の中低木が主体で植樹されている。
・野鳥の生息（休息）場所となりうる樹林環境はない。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2005年12月8日

名称等：長柄西公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-92



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 大阪市北区

小学校区 豊崎東小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：長柄東２丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。
・公園の外周には、照葉・落葉樹の中低木が植樹され、その内側にグランドを取り囲む
　ように照葉樹の低木がみられ、また公園内には中高木も多い。一部で針葉樹の中高木
　もみられる。
・隣接するマンションの植込みに照葉・落葉樹の中高木があり、野鳥の生息（休息）
　場所となりうる環境がある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2005年12月8日

名称等：長柄東公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-93



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 大阪市北区

小学校区 豊崎東小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：長柄東１丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・公園の外周は、照葉・落葉樹の中低木が主体で植樹されている。
・野鳥の生息（休息）場所となりうる樹林環境はない。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2005年12月8日

名称等：鶴満寺公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-94



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 大阪市北区

小学校区 豊崎東小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：長柄東２丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・公園の外周（道路側）には照葉樹の低木が植樹され、その内側に照葉・落葉樹の
　中高木が植樹されている。
・照葉樹の高木が多く、野鳥の生息（休息）場所となりうる樹林環境が分布するが、
　その他の動物にはあまり適する環境ではない。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2005年12月8日

名称等：毛馬公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-95



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 大阪市東住吉区

小学校区 矢田小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：矢田５丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月8日

名称等：矢田教育の森公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・公園の外周は、照葉樹の中高木で、公園の中央に落葉広葉樹の中高木が植樹され
　ている。
・定期的に清掃されているらしく、落ち葉は殆どなく、土壌も乾燥している。
・野鳥やその他の生物（昆虫。小動物は難しい）の生息場所となりうる環境がある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-96



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 大阪市東住吉区

小学校区 矢田小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：矢田６丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月8日

名称等：矢田六公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・公園の外周には、落葉広葉樹の中木、照葉樹の中低木、垣根が植樹されている。
・疎らに植樹されており、野鳥などの生物の生息環境にはあまり適さないと思われる。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-97



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 大阪市東住吉区

小学校区 矢田小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：矢田中３丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月8日

名称等：矢田中公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）の中高木からなる。
・疎らに植樹されており、野鳥などの生物の生息環境にはあまり適さないと思われる。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-98



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 大阪市東住吉区

小学校区 矢田小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：矢田５丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月8日

名称等：矢田５丁目緑地

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。一部照葉樹がみれるが、落葉広葉樹主体の緑地。
・疎らに植樹されており、野鳥などの生物の生息環境にはあまり適さないと思われる。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-99



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 大阪市東住吉区

小学校区 矢田小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：矢田５丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月8日

名称等：矢田小学校

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）と針葉樹からなる。グランド側に落葉広葉樹が植樹されるが少なく、
　照葉樹主体の樹林環境といえる。
・外周は、校舎側では外壁と隣接するところ以外には比較的密に照葉樹と針葉樹の中木が
　植樹され、グランド側には疎らに落葉広葉樹の中高木がみられる。
・野鳥の生息（休息）場所となりうる環境はある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-100



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 八尾市

小学校区 八尾小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：本町5丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年11月24日

名称等：大信寺（八尾御坊）

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・本堂正面にはほとんど樹木がないが、それ以外のところは本堂を囲むように植樹
　されている。
・高木は野鳥の生息（休息）場所となりうる。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-101



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 八尾市

小学校区 八尾小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：本町5丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年11月24日

名称等：常光寺

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・樹木は少ないが本堂周辺の照葉樹の巨木が野鳥の生息（休息）場所となっている。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-102



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 八尾市

小学校区 八尾小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：本町3丁目

備考

植生・林分状況 ■ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

■ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年11月24日

名称等：慈願寺

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・本堂裏に高木（巨木）林があり、野鳥の生息（休息）場所として利用されている。
・閉門されていたため、寺内の詳細は不明だが、本堂裏の樹林については下草は
　あまりみられなかった。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 八尾市

小学校区 八尾小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：本町3丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年11月24日

名称等：本町第２公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・中高木の照葉樹があり、野鳥の生息（休息）場所となりうる。
・公園の敷地内に管理事務所があり、定期的に清掃管理しているものと考えられ
　落葉も少ない。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 八尾市

小学校区 八尾小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：本町1丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年11月24日

名称等：八尾小学校

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・樹木は正門付近と校舎の周りに植樹されているが、全体的に少ない。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 東大阪市

小学校区 北宮小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：吉原２丁目

備考

植生・林分状況 ■ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

■ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2006年1月12日

名称等：栗原神社

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・おもに照葉樹からなり、境内全体を覆う。落葉樹と針葉樹もあるが少ない。
・本殿裏など照葉樹の高木がみられ、野鳥の生息（休息）場所となりうる。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 東大阪市

小学校区 北宮小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：古箕輪１丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

■ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2006年1月12日

名称等：古箕輪八幡宮

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなり、落葉広葉樹が多い。
・照葉樹の高木があるため、野鳥の生息（休息）場所となりうる。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 東大阪市

小学校区 北宮小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：今米

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

■ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 ■ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 ■ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 ■ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 ■ 自然林（里山含む）

■ 植林 一部

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

■ その他 屋敷林

コメント

概略図

現地写真

2006年1月12日

名称等：川中邸の屋敷林(大阪府緑地保全地区)

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・“川中邸の屋敷林”として、大阪みどり100選に選定され、大阪府の今米緑地保全地区
　にも指定されている。ムクノキ、アラカシがほぼ自然状態で残されている屋敷林（私有
　地）。鳥類、昆虫等が生息し、一つの生態系が構成されているとの記載が看板にある。
・生育する樹木は、落葉樹ではムクノキ、エノキ、照葉樹ではクロガネモチ、アラカシ
　（以上高木）、アキニレ、イスノキ、トベラ、マダケ、クスノキ、ヤブニッケイ
　（以上亜高木）、ヤブツバキ、ネズミモチ（以上低木）等があげられる。

確認事項

私有地のため立入れないが、
外観から判断して、自然性は
高いと考えられる。

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 東大阪市

小学校区 北宮小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：吉原２丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2006年1月12日

名称等：芦原公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・公園の外周を照葉樹が囲み、その内側を落葉広葉樹に生育する。
・照葉樹の中高木があるため、野鳥の生息（休息）場所となりうる。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 東大阪市

小学校区 北宮小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：川田３丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2006年1月12日

名称等：芦原北公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。照葉樹が多く、落葉樹が少ない。
・芦原公園同様、緩衝緑地公園として位置づけられている。
・照葉樹の中高木があるため、野鳥の生息（休息）場所となりうる。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-110



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 八尾市

小学校区 志紀小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：田井中3丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等） ■
植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している ■
□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している ■
□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある ■
□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林 ■
□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・志紀小学校と神剱神社は隣接する。
・志紀小学校は正門のところに針葉樹（マツ）と広葉樹からなる樹林があり、神社
　とは連続する樹林環境を形成している。このことから、野鳥などの生息環境にな
　りうると考えられる。
・神剱神社には中低木が多いが高木もみられ、野鳥の生息（休息）場所になりうる
　と考えられた。確認状況を備考欄（■）に示した。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2005年11月24日

名称等：志紀小学校・神剱神社

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-111



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 八尾市

小学校区 志紀小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：志紀町西３丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・照葉樹、針葉樹からなる。
・植樹された植え込みは管理されており、下草や落葉は少ない。
・野鳥の生息（休息）場所としては、あまり適切な環境ではない。
・団地側には広葉樹、近鉄バス側には針葉樹があり、広葉樹はほぼ等間隔に植樹
　されている。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2005年11月24日

名称等：志紀公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-112



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 八尾市

小学校区 志紀小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：田井中4丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）の中低木のみ植樹されている。
・疎らに植樹されており、動物の生息環境にはあまり適していないものと考え
　られる。
・植え込みも清掃管理されており、落葉がない。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2005年11月24日

名称等：田井中公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-113



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 八尾市

小学校区 志紀小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：志紀町西1丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

■ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

■ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 ■ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・クヌギやコナラなど20種の広葉樹が主体となっている。
・現状ではまだ充分ではないが、“ふれあいの森”として将来的には多くの
　生き物（野鳥、昆虫など）を呼び込む緑地として位置づけられている。
・野鳥の生息（休息）場所やその他の生物の生息場所となりうる環境がある。
・遊技広場のない緑地公園。

確認事項

植栽林だが樹種が比較的多
い。

将来的には１ランクアップす
る可能性がある。

マダケ、モウソウチク等

2005年11月24日

名称等：志紀町西１丁目公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-114



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 八尾市

小学校区 志紀小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：志紀町西3丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。
・公園の中央にシバ草地があり、その周囲（公園の外周）が植樹されている。
・下草は刈り取られている。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2005年11月24日

名称等：志紀町西３丁目緑地

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-115



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 東大阪市

小学校区 英田南小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：吉田２丁目

備考

植生・林分状況 ■ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

■ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

■ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 ■ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなり、中高木が多い。
・本殿裏にまとまった樹林がある。
・野鳥等の生息（休息）場所やその他の生物の生息場所となりうる環境がある。
・境内は清掃管理されており、落葉や下草はない。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年12月9日

名称等：春日神社

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-116



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 東大阪市

小学校区 英田南小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：吉田６丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。
・広葉樹中木が疎らに植樹されている。
・公園の外周には針葉樹低木が植樹されている。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年12月9日

名称等：新家第一公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-117



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 東大阪市

小学校区 英田南小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：松原南２丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）中低木、針葉樹高木からなる。
・ある程度まとまった樹林となっているが、針葉樹が多く土壌は乾燥している。
・清掃管理されているため、落葉や下草はない。
・野鳥等の生息（休息）場所となりうる環境はない。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年12月9日

名称等：花園中央公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-118



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 東大阪市

小学校区 英田南小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：花園７丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む） 都市緑地
□ 植林 （街路樹）
■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹の中木と常緑低木からなる。
・鉄塔沿いの緑地帯であるため、修景用の緑地と考えられる。
・野鳥等の生息（休息）場所となりうる環境はない。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年12月9日

名称等：花園７丁目緑地帯

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-119



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 東大阪市

小学校区 英田南小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：松原南１丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・緑地（公園）の外周を照葉樹が植樹されている。
・野鳥等の生息（休息）場所となりうる環境はない。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年12月9日

名称等：花園ラグビー場南側緑地(公園)

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-120



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 八尾市

小学校区 桂小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：泉町２丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

■ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

■ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

名称等：西郡天神社

2006年1月12日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹（マツ）からなる。
・ここでは落葉広葉樹が多く、照葉樹は本殿裏に少し分布し、マツ林も少ない。
・照葉樹の高木があるため、野鳥の生息（休息）場所となりうる。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等

資料-2-121



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 八尾市

小学校区 桂小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：幸町６丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2006年1月12日

名称等：幸公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなり、落葉広葉樹が多い。
・公園の外周は、広葉樹が植樹されている。
・照葉樹があるため、野鳥の生息（休息）場所となりうる場所がある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-122



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 八尾市

小学校区 桂小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：幸町３丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

名称等：幸町３丁目緑地

照葉、落葉、針葉混交林含む

2006年1月12日

スギ・ヒノキ

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなり、落葉広葉樹の中低木主体で、照葉樹は
　少ない（１～２本程度）。
・緑地の外周には落葉広葉樹が植樹される。
・動物の生息場所となる樹林環境はない。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等

資料-2-123



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 八尾市

小学校区 桂小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：桂町４丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2006年1月12日

名称等：桂中学校

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・校舎及びグランドの外周には疎らに照葉樹が植樹され、所々に落葉広葉樹が混じる。
・動物の生息場所となる樹林環境はない。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-124



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 八尾市

小学校区 桂小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：桂町４丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2006年1月12日

名称等：桂小学校

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・校舎北側、グランドの外周には疎らに落葉広葉樹が植樹されている。
・動物の生息場所となる樹林環境はない。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-125



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 大阪狭山市

小学校区 南第一小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：西山台１丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。
・外周には照葉樹低木、落葉樹中高木が植樹される。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年2月17日

名称等：西山台第二公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-126



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 大阪狭山市

小学校区 南第一小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：西山台３丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。ソテツも２本ある。
・外周には照葉樹低木、その内側には照葉樹、落葉樹の高木と針葉樹の中高木が
　疎らに植樹されている。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年2月17日

名称等：西山台第三公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-127



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 大阪狭山市

小学校区 南第一小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：西山台３丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉、落葉）、針葉樹からなる。
・外周には照葉樹低木、その内側に照葉樹、落葉樹、針葉樹が植樹される。
・全体的に疎らに植樹され、針葉樹が多い。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年2月17日

名称等：西山台第四公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-128



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 大阪狭山市

小学校区 南第一小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：西山台１丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹(照葉・落葉）、針葉樹からなる。
・外周には照葉樹低木、その内側に照葉樹、落葉樹、針葉樹の高木が植樹される。
・野鳥の生息（休息）場所となりうる環境がある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年2月17日

名称等：西山台１丁目緑地

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-129



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 大阪狭山市

小学校区 南第一小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：西山台３丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・外周には主に落葉樹低木が植樹される。
・野鳥の生息（休息）場所となりうる環境がある。
・他の学校と比較して、みどりが多いため生物が生息（一時的なものを含む）
　する可能性は高い。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年2月17日

名称等：南第一小学校

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-130



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 藤井寺市

小学校区 道明寺南小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：道明寺１丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

■ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等） ※梅林

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）及びマツからなる。
・外周を照葉樹が囲む。
・本殿横及び裏側に照葉樹の高木があり、野鳥の生息（休息）場所となりうる。
　まとまった樹林環境があるため、その他の生物の生息場所となりうる環境もある
　と考えられる。
・本殿裏には梅林が広がる。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年1月23日

名称等：道明寺天満宮

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-131



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 藤井寺市

小学校区 道明寺南小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：道明寺１丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹（マツ）、植栽樹からなる。
・相対的に照葉樹が多く、本堂周辺に高木がみられ、これが野鳥の生息（休息）
　場所となりうると考えられるが、疎林である。生物の生息場所となりうる環境
　は少ない。
・正面の門から入ると両側に植栽樹がある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年1月23日

名称等：道明寺

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-132



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 藤井寺市

小学校区 道明寺南小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：道明寺６丁目

備考

植生・林分状況 ■ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

■ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

■ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 ■ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

■ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）が主体で、照葉樹の中木が多い。
・野鳥やその他生物の生息場所となりうる環境がある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年1月23日

名称等：小島塚古墳

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-133



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 藤井寺市

小学校区 道明寺南小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：道明寺２丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。照葉樹の低木、落葉広葉樹の中木が植樹されている。
・生息場所となりうる環境はない。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年1月23日

名称等：道明寺南幼稚園北側の公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 藤井寺市

小学校区 道明寺南小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：道明寺２丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

■ その他 病院の外周林

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・照葉樹の中木が外周にみられるが少ない。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年1月23日

名称等：藤井寺市民病院外周林

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-135



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 河内長野市

小学校区 楠小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：楠町西

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

■ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

■ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 ■ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2006年1月26日

名称等：盛松寺（千代田高校裏）

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）及び竹林からなる。
・盛松寺とそれに隣接する樹林環境があり、かなりまとまった樹林となっている。
　本堂裏にも照葉・落葉樹が分布する。
・周辺の樹林からは、野鳥の鳴き声が聞こえ、野鳥やその他の生物（昆虫や小動物
　など）の生息場所となりうる環境がある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-136



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 河内長野市

小学校区 楠小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：松ヶ丘西町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2006年1月26日

名称等：松ヶ丘公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。
・公園の外周には、広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹が疎らに植樹されている。
・照葉樹の低木が多い。
・疎らに植樹されており、野鳥などの生物の生息環境にはあまり適さないと思
　われる。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-137



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 河内長野市

小学校区 楠小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：楠町東

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

■ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

■ その他 斜面の残存林地

コメント

概略図

現地写真

2006年1月26日

名称等：楠町東緑地

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・照葉樹と竹林からなる。
・野鳥の生息（休息）場所となりうる、環境がある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-138



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 河内長野市

小学校区 楠小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：楠町東

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

■ その他 街路樹・のり面

コメント

概略図

現地写真

2006年1月26日

名称等：府営河内長野楠住宅脇街路樹

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）広葉樹からなり、疎らに植樹されている。
・府営住宅と国道310号の間に植樹されている街路樹。
・中高木主体であるため、野鳥の生息（休息）場所となりうる環境がある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 河内長野市

小学校区 楠小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：楠町東

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等） ※ビワなど

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2006年1月26日

名称等：楠小学校

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・北西側にまとまった緑地があり、広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。
・学校の敷地外にも樹林があり、野鳥やその他の生物（昆虫や小動物など）の
　生息場所となりうる環境がある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-140



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 河内長野市

小学校区 南花台東小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：南花台１丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・外周には、照葉樹低木が植樹され、その内側を落葉広葉樹が囲む。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年1月30日

名称等：南花台第一公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-141



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 河内長野市

小学校区 南花台東小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：南花台６丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・外周には、照葉樹中低木が植樹される。
・落葉広葉樹は疎らで少ない。
・野鳥の生息（休息）場所となり得る環境がある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年1月30日

名称等：南花台団地第十公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-142



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 河内長野市

小学校区 南花台東小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：南花台１丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 ■ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

■ その他 遊水池外周の残存林地

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。
・遊水池の後背にまとまった樹林環境があり、野鳥の鳴き声が聞こえる。動物の生息環境
　としては良好であると思われる。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年1月30日

名称等：南花台１丁目緑地

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-143



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 河内長野市

小学校区 南花台東小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：南花台２丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなり、落葉樹中木と照葉樹低木が主体となっている。
・外周には落葉広葉樹が植樹され、照葉樹低木が疎らにみられる。
・野鳥の生息（休息）場所となりうる環境がある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年1月30日

名称等：南花台２丁目緑地

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-144



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 河内長野市

小学校区 南花台東小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：南花台２丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・落葉樹、針葉樹からなる。
・外周には針葉樹が植樹され、車道側には落葉広葉樹がみられる。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年1月30日

名称等：南花台東小学校

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-145



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 富田林市

小学校区 高辺台小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：高辺台１丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・外周には主に落葉広葉樹が植樹され、一部照葉樹もみられる。
・野鳥の生息（休息）場所となりうる環境がある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年2月6日

名称等：高辺台１号公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-146



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 富田林市

小学校区 高辺台小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：高辺台２丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。主に落葉広葉樹と針葉樹は高木、照葉樹
　は低木から高木が主体となっている。
・外周には落葉広葉樹高木が植樹される。
・公園の中央には人工池があるが、全体的にまとまった樹林があるため、野鳥だけで
　なく、その他の動物の生息場所となりうる環境があると思われる。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年2月6日

名称等：高辺台２号公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-147



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 富田林市

小学校区 高辺台小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：高辺台２丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

■ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。
・植栽だがまとまった樹林があり、野鳥の生息（休息）場所、昆虫の生息場所となりうる
　環境がある。
・自然公園の形態をとった公園となっている。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年2月6日

名称等：高辺台３号公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-148



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 富田林市

小学校区 高辺台小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：高辺台２丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・外周には、主に照葉樹中高木がほぼ等間隔で植樹され、所々に低木がみられる。
　また、一部で落葉広葉樹高木がみられる。
・野鳥の生息（休息）場所となりうる環境がある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年2月6日

名称等：高辺台４号公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-149



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 富田林市

小学校区 高辺台小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：高辺台３丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。
・外周はほぼ等間隔に広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹が植樹される。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年2月6日

名称等：高辺台小学校

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-150



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 堺市

小学校区 鳳小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：西区鳳北町１丁

備考

植生・林分状況 ■ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

■ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

■ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 ■ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）と針葉樹からなる。一部の針葉樹は枯れている。
　高木が多く、中低木層が未発達。竹林は30年前にはある程度まとまってあったようだが、
　現在は本殿裏の少しあるだけである。市の保護樹木のクスノキ巨木がある。
・境内の樹木は、すべてフェンスにより囲まれているが、30年前の調査時と比較してかなり
　樹林環境が悪化しているものと考えられる。
・野鳥やその他の生物の生息場所となりうる環境がある。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等

名称等：大鳥大社

2005年12月15日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-151



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 堺市

小学校区 鳳小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：西区鳳東町５丁

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・照葉樹と針葉樹が植樹されている。
・公園の外周に照葉樹の低木がほぼ等間隔に植樹されている。また、疎らに照葉樹の
　中木と針葉樹中木があり、針葉樹中木は一部が枯れている。
・野鳥の休憩場所とはなりうる。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2005年12月15日

名称等：鳳前池公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-152



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 堺市

小学校区 鳳小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：西区鳳北町７丁

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）のみが植樹されている。
　外周を照葉樹の低木が植樹されており、その内側を落葉広葉樹の中木が疎らに
　植樹されている。
・照葉樹の高木があるので、それが野鳥の生息（休息）場所となっている。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2005年12月15日

名称等：鳳北町第一公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-153



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 堺市

小学校区 鳳小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：西区鳳中町２丁

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）のみが植樹されている。
・公園の外周には照葉樹の低木があり、照葉樹の中木が疎らに植樹されている。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2005年12月15日

名称等：鳳中町すずむしそう公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-154



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 堺市

小学校区 鳳小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：西区鳳北町５丁

備考

植生・林分状況 ■ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む） 民地の残存林地
□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

■ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）と針葉樹の中高木からなる。
・野鳥の生息（休息）となりうる環境がある。
・町内地図には雑木林と書いてあったが、民地かどうかは不明。立ち入れないため
　詳細は不明だが、他の民地の残地林と同様の環境と考えられる。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2005年12月15日

名称等：鳳北町５丁の緑地

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-155



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 堺市

小学校区 三国丘小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：堺区北三国ヶ丘町２丁

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

■ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月15日

名称等：方違神社

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・百舌鳥耳原北陵（反正天皇陵）に隣接する神社。照葉樹の高木が多く、落葉
　広葉樹や針葉樹は少ない。ただし、植栽林が大部分を占め、樹林環境はない。
・神社の外周は照葉樹が囲む様に植樹されている。
・照葉樹の高木が多いため、野鳥の生息・休息場所となりうる環境がある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-156



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 堺市

小学校区 三国丘小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：堺区北三国ヶ丘町４丁

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月15日

名称等：三国丘公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなるが、広葉樹主体で針葉樹は少ない。
　公園の外周には、照葉樹の低木と落葉広葉樹の中木が疎らに植樹されている。
　その内側を照葉樹の中木が植樹されている。
・広葉樹（照葉・落葉）の高木が多く、野鳥の生息（休息）場所となりうる環境
　があるが、その他の生物にはあまり適さないと考えられる。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 堺市

小学校区 三国丘小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：堺区北三国ヶ丘町２丁

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

■ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月15日

名称等：反正天皇陵外周緑地

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・古墳の外周（古墳の堀の外周）林は広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹（マツ）から
　なる。植栽された樹木が主体で、マツ林が広い範囲を占める。
・樹林内には立入れないように鉄柵が設置されており、柵内は定期的に清掃管理されて
　いる。このことから、落葉はなく、土壌の発達は乏しいと考えられる。
・なお、古墳（百舌鳥耳原北陵）本体は広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなり、植物
　及び動物多様性は高いと考えられる。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 堺市

小学校区 三国丘小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：堺区北三国ヶ丘町４丁

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む） 街路樹
□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

■ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月15日

名称等：三国丘幼稚園西側街路樹

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・車道沿いの街路樹（帯）で、落葉広葉樹が等間隔に植樹されている。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 堺市

小学校区 三国丘小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：堺区北三国ヶ丘町１丁

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

■ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

■ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む） 民地の残存林地
□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

■ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月15日

名称等：北三国ヶ丘町の民有林

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・廃屋の周辺にある樹林で、植栽林と考えられ、周囲から確認できたのは照葉樹
　と針葉樹（マツ）であった。
・かなり鬱閉した環境にあるため、野鳥が休息場所として利用する可能性は考え
　られるが、その他動物の生息環境としては不適切な環境であると考えられる。

確認事項

立入れないが、外観から判断
して

かなり鬱閉している。

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 堺市

小学校区 八田荘小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：中区八田寺町

備考

植生・林分状況 ■ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

■ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

■ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 ■ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月17日

名称等：鈴ノ宮蜂田神社

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）主体の樹林である。
・本殿裏には照葉樹主体の樹林がある。本殿裏の樹林では一部Ａ層が成立している
　土壌があると考えられる。
・まとまった広葉樹が広がり、野鳥やその他生物の生息場所となる環境がみられる。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 堺市

小学校区 八田荘小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：中区八田寺町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

■ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

■ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月17日

名称等：八田寺町緑地

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・竹林のみ。
・まとまった竹林だが、一部伐採されている。

民地林と思われるが
市の立入禁止の看板がある

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 堺市

小学校区 八田荘小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：中区八田北町

備考

植生・林分状況 ■ 照葉樹林 一部が植樹されている

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

■ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

■ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 ■ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 ■ 自然林（里山含む） 団地外周の残存林地
□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

■ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月17日

名称等：鈴ノ宮団地緑地

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・照葉樹樹主体で、一部落葉広葉樹が混じる。
・団地の外周林となっていて、野鳥の生息環境となりうる。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 堺市

小学校区 八田荘小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：中区八田北町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む） 街路樹
□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

■ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月17日

名称等：泉北変電所前街路樹

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・照葉樹低木、落葉樹低木が植樹されている。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 堺市

小学校区 八田荘小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：中区八田北町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月17日

名称等：八田荘中学校

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・照葉樹と針葉樹からなる。
・学校の外周を照葉樹と針葉樹が植樹されている。
・道路側は中高木、側道側は中低木が植樹されている。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 和泉市

小学校区 伯太小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：伯方町３丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

■ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

■ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

■ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 ■ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月15日

名称等：自衛隊北東側緑地（神社含む）

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・照葉樹の中高木が主体で、一部落葉樹がみられる。下草はあるが単調。
・やや明るい林なので野鳥やその他の生物の生息場所としては適すると考えられる。
・人が立ち入りやすい環境にあるため、部分的に踏圧による影響を受けている。

神社周辺は落葉広葉樹

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 和泉市

小学校区 伯太小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：伯方町３丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月15日

名称等：前奈池公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・公園の外周は照葉樹の低木、その内側を落葉広葉樹の中木が疎らに植樹されている。
・野鳥などの生息場所とはなりにくい環境である。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 和泉市

小学校区 伯太小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：伯方町４丁目

備考

植生・林分状況 ■ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

■ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

■ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 ■ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

■ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月15日

名称等：丸笠山古墳

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）と針葉樹からなるが、広葉樹が多い。
・野鳥やその他の生物の生息場所となりうる環境がある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 和泉市

小学校区 伯太小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：伯方町３丁目

備考

植生・林分状況 ■ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

■ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月15日

名称等：青少年野外活動センター

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）と針葉樹からなる。
・中高木主体で低木と下草がほとんど無い。
・まとまった樹林がある。
・外周をフェンスで囲んでいる。外周の土壌は乾燥している。
・野鳥やその他の生物の生息場所となりうる環境がある。

・落葉広葉樹は中高木。
・外周の一部は竹林

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 和泉市

小学校区 伯太小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：伯方町３丁目

備考

植生・林分状況 ■ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 ■ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月15日

名称等：大阪市立大学所有地

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）主体で、照葉樹が大部分を占める（落葉広葉樹は疎らにみられる）。
・青少年野外活動センターに連続する樹林環境である。
・まとまった樹林があり、野鳥やその他の生物の生息場所となりうる。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-170



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 堺市

小学校区 赤坂台小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：南区赤坂台２丁

備考

植生・林分状況 ■ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

■ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月2日

名称等：赤坂公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなり、隣接するため池周囲の樹林と連続した
　環境となっている。
・照葉樹高木が多く、野鳥の生息（休息）場所となっている。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-171



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 堺市

小学校区 赤坂台小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：南区赤坂台３丁

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

■ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

■ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

■ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 ■ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む） 斜面の残存林地
□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

■ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月2日

名称等：府営住宅内緑地帯

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹（マツ）からなる府営住宅に隣接して帯状に分布
　する緑地帯。
・中高木が多いが、下草は少ない。
・野鳥やその他生物の生息・休息場所となりうる。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-172



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 堺市

小学校区 赤坂台小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：南区赤坂台５丁

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む） 道路添いの緑地帯
□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

■ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月2日

名称等：赤坂台５丁緑地帯

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）の中低木が主体
・道路沿いに４丁まで続く。
・野鳥の生息（休息）場所となりうる。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 堺市

小学校区 赤坂台小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：南区赤坂台６丁

備考

植生・林分状況 ■ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

■ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

■ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 ■ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む） 残存林地
□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

■ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月2日

名称等：赤坂台６丁緑地帯

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなり、高木が多い。
・立ち入れないが、Ａ層は成立しているものと考えられる。
・野鳥が生息（休息）し、その他の生物も生息する環境がある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 堺市

小学校区 赤坂台小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：南区赤坂台２丁

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2005年12月2日

名称等：赤坂台小学校

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹（マツ等）からなる。
・学校の外周に照葉樹が植樹されている。植樹は疎らにされている。
・野鳥の生息（休息）場所にもなりがたい環境である。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-175



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 岸和田市

小学校区 城内小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：岸城町

備考

植生・林分状況 ■ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。
・本殿付近に照葉、落葉、針葉樹のまとまった樹林がある。
・野鳥やその他生物の生息場所となりうる環境がある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年2月8日

名称等：岸城神社

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 岸和田市

小学校区 城内小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：岸城町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

■ その他 城跡

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・照葉樹、針葉樹中木が中心で、落葉樹は少ない。
・再建天守閣の周辺は植栽されているが、野鳥やその他生物の生息場所となりうる
　環境はない。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年2月8日

名称等：岸和田城址

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-177



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 岸和田市

小学校区 城内小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：南上町１丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）が主体となっている。
・外周にはほぼ等間隔で照葉樹が植樹される。
・野鳥、その他の生物の生息場所となりうる環境がある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年2月8日

名称等：南公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-178



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 岸和田市

小学校区 城内小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：岸城町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

■ その他 庭園

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・照葉樹、針葉樹の中高木が主体となっている。
・落葉樹の低木が疎らにみられる。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年2月8日

名称等：五風荘（庭園）

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-179



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 岸和田市

小学校区 城内小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：南上町２丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・外周には落葉樹が多く、これに照葉樹が混じる。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年2月8日

名称等：城内小学校

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

資料-2-180



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 泉佐野市

小学校区 第一小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：りんくう往来北

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2006年2月8日

名称等：りんくう公園緑地１

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹（マツ）、竹からなる植栽林がある。
・まとまった樹林となっているので、野鳥やその他生物の生息場所となりうる。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-181



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 泉佐野市

小学校区 第一小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：りんくう往来北

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2006年2月8日

名称等：りんくう公園緑地２

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。
・りんくう公園の緑地の１つで、陸橋の周りを植栽している。
・一部まとまった樹林があるので、野鳥やその他生物の生息場所となりうる。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-182



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 泉佐野市

小学校区 第一小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：りんくう往来北

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2006年2月8日

名称等：りんくう公園緑地３

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・照葉樹と針葉樹（マツ）からなる。
・車道側に照葉樹林、海側にマツ林が広がる。
・特に松枯れは起こしていない。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-183



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 泉佐野市

小学校区 第一小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：りんくう往来北

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

■ 駐車場等

■ その他 テニスコート

コメント

概略図

現地写真

2006年2月8日

名称等：りんくう中央公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）が主体となっている。
・外周には照葉、落葉中木が植樹される。
・公園の一部は、駐車場とテニスコートとして利用されている。
・野鳥の生息（休息）場所となりうる環境はある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-184



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 泉佐野市

小学校区 第一小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：羽倉崎４丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2006年2月8日

名称等：佐野中学校

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹（マツ）からなる。
・野鳥の生息（休息）場所となりうる環境はある。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-185



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 阪南市

小学校区 福島小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：尾崎町７丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他 団地

コメント

概略図

現地写真

2006年2月8日

名称等：泉南尾崎団地緑地１

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなる。
・尾崎団地に隣接する緑地。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-186



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 阪南市

小学校区 福島小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：尾崎町７丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他 団地

コメント

概略図

現地写真

2006年2月8日

名称等：泉南尾崎団地緑地２

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・照葉樹、針葉樹（マツ）からなる。
・尾崎団地に隣接する緑地。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-187



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 阪南市

小学校区 福島小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：尾崎町５丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2006年2月8日

名称等：府営阪南尾崎住宅横の公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・外周には疎らに広葉樹が植樹されるが、少ない。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 阪南市

小学校区 福島小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：尾崎町５丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2006年2月8日

名称等：福島小学校

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・落葉樹からなる。
・疎らに植樹されている。

確認事項

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 阪南市

小学校区 福島小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：尾崎町５丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

2006年2月8日

名称等：尾崎中学校

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹（マツ）からなる。
・外周には、照葉樹とマツが植樹される。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

資料-2-190



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 岸和田市

小学校区 大宮小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：西之内町

備考

植生・林分状況 ■ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

□ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

■ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

□ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

■ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹（マツ）からなる。照葉樹が多い。
・照葉樹のまとまった樹林があり、野鳥やその他の生物の生息場所となりうる
　環境がある。
・土壌は乾燥している。
・樹林は高木のみで、林内は薄暗い。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等

名称等：兵主神社

2006年2月9日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 岸和田市

小学校区 大宮小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：西之内町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・多目的公園となっているが、まとまった樹林が広域に広がり、野鳥やその他
　生物の生息場所となりうる環境となっている。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年2月9日

名称等：中央公園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 岸和田市

小学校区 大宮小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：加守町４丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・外周に疎らに広葉樹が植樹されている。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年2月9日

名称等：宮前遊園

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 岸和田市

小学校区 大宮小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：西之内町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

■ 駐車場等

■ その他 総合体育館

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・照葉樹のみで、外周に疎らに植樹される。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年2月9日

名称等：岸和田市立総合体育館

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 岸和田市

小学校区 大宮小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：宮前町

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・外周に疎らに広葉樹が植樹されている。

確認事項

マダケ、モウソウチク等

2006年2月9日

名称等：大宮小学校

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 阪南市

小学校区 舞小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：光陽台２丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

名称等：光陽台２号公園

2006年2月9日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・外周には、広葉樹が疎らに植樹されている。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 阪南市

小学校区 舞小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：光陽台３丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

名称等：光陽台３号公園

2006年2月9日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）、針葉樹からなり、落葉樹主体。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等

資料-2-197



大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 阪南市

小学校区 舞小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：鳥取

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

■ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

□ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

■ 動物の生息する環境がある

□ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

■ その他 池畔林

コメント

概略図

現地写真

名称等：畑池外周林

2006年2月9日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・落葉樹が主体で、照葉樹は疎らにみられる。
・野鳥の生息（休息）場所となりうる環境があるが、やや貧弱。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 阪南市

小学校区 舞小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：光陽台２丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

□ 学校・都市公園等

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

■ その他 緑地、街路樹 道路沿いの緑地帯

コメント

概略図

現地写真

名称等：光陽台２丁目の緑地帯

2006年2月9日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・照葉樹低木と落葉樹中木が植樹される。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等
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大阪府 平成１７年度自然環境保全基礎調査

小学校区内の樹林地現地状況調査、確認事項及び判断基準
調査年月日 調査者 福井秀弥（アジア航測㈱）

市町村 阪南市

小学校区 舞小学校

樹林番号及び所在地 樹林番号：　　　 所在地：光陽台１丁目

備考

植生・林分状況 □ 照葉樹林

□ 落葉樹林（里山含む）

□ 針葉樹植林

□ マツ林

□ マツ枯れ跡

□ 竹林

■ 植栽林（学校・公園等）

植物多様性 □ 多様な植物が混在している。（複層林の成立等）

□ 比較的多様な植物が混在しているが、亜高木層又は低木層の発達が少ない

□ 植物相が単純化しており、高木層～低木層の樹種構成が少ない

■ 下草も含めて植物相が単純化している

□ 不明

土壌・下草 □ 下草が充分発達し、土壌も発達している

□ 下草の発達は十分ではないが、土壌はＡ層が成立している

□ 下草がほとんど無く、土壌はＡ層の発達が少ない

■ 土壌が踏み固められており、土壌はＡ層が成立していない

□ 不明

動物多様性 □ 多様な動物の成育が確認される

□ 動物の生息する環境がある

■ 動物の生息環境が悪く、成育も少ない

□ 不明

利用状況 □ 自然林（里山含む）

□ 植林

■ 学校・都市公園等 グランド（運動公園）

□ 社寺林

□ 古墳・陵墓等

□ 駐車場等

□ その他

コメント

概略図

現地写真

名称等：中央運動広場

2006年2月9日

照葉、落葉、針葉混交林含む

スギ・ヒノキ

項目・内容

・広葉樹（照葉・落葉）からなる。
・外周には、落葉樹が植樹され、照葉樹は疎らにみられる。

確認事項

マツ枯れの跡に、充分な林分が成立していない

マダケ、モウソウチク等
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資料編

（３）社寺林調査対象地の航空写真
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堺市西区 大鳥大社 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
堺市南区 美多弥神社 
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岸和田市 意賀美神社 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
貝塚市 南近義神社 
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岬町 国玉神社 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
枚方市 交野天神社 
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高槻市 神峰山寺 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
枚方市 長尾山正俊寺 
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島本町 若山神社 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
高槻市 上宮天満宮 
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